
ジュニアリーダー夢議会が開催されました！
中高生ならではの視点で、鋭い質問やアイデアが飛び交っていました。
詳細は、１７、１８ページに特集しています♪
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今月の定例会は

3月

6月9月
12月

本会議動画
配信中

議会だよりが
読めるアプリ

議 会 を 　 　 の 生 の 声観 て
9月定例会の傍聴者数のべ79人、ライブ配信再生回数993回  録画配信再生回数234回(10/27時点)  

　全国的にも注目を集めている「肥後大津駅周辺まちづくり基本計画」に
関する一般質問が行われるとのことで、商店街の仲間と一緒に、今回初めて
町議会に行ってきました。
　初めての議会傍聴でしたが、知っている方も多く、緊張の中にもどこか親
しみを感じる空間でした。
　駅前だけでなく、南北道路の整備や、老朽化が進む老人福祉センターを
周辺整備の中に組込む考えがあるのか、さらに空港アクセス鉄道のルート候
補に含まれる中央公園の今後など̶̶。
　これから町がどのように変化していくのか、とても興味深く拝聴しました。
　特に駅ビル建設については、私のダンススタジオが駅前にあることもあり、
整備計画の範囲に含まれているのか、どのような形で進むのか気になってい
ました。
　これから詳細が詰められていく段階だと思いますが、せっかくの大きなチャ
ンスを活かし、町民にとっての利便性向上と、国内外からの観光客誘致の両
面でワクワクするような開発が進むことを願っています。

大津町にとって「100年に一度」とも言われる大チャンス！

𠮷武　千鶴さん
（室）

よしたけ　　 ち づる

令和7年11月17日  第113号  発行／熊本県菊池郡大津町議会
編集／議会広報編集特別委員会　印刷／株式会社キャップ
〒869-1292　熊本県菊池郡大津町大津1233   ☎（096）293-8989

編 集 後 記
次回定例会は

12月4日(木)開催予定
（日 程 は変 更になる場 合 が あります）
日程　12月4日（木）～18日（木）（予定）
会場　庁舎　４階　議場

　大津町はTSMC進出を契機に、工業団地整備や空港
アクセス鉄道、肥後大津駅周辺整備など、大きく変化し
てきています。町の発展とともに、議会としてもその動き
をしっかりと見届け、議論を深めていく責任があります。
　議会だよりも、そうした変化や議会の取り組みを町民
の皆様にわかりやすく伝えることがますます重要になって
きました。限られた紙面の中で、どれだけ多くの情報を
正確に、そして親しみやすく届けられるか、編集委員一同、
悩みながらも工夫を重ねています。
　これからも「読みやすく、わかりやすい議会だより」
を目指してまいります。　　　　　　　（三宮美香）

議会広報編集特別委員会
編　　   集：(委員長）大村 裕一郎  （副委員長）清原 さおり
 　 （委　員）三宮 美香/村山 龍一/中山 直之
発行責任者：(議　長）坂本 典光

あなた
の声を

聞かせ
てくださ

い！
　議会だよりのウェブアンケートを実施します。右の二次元コー
ドをスマートフォンなどで読み取っていただき、設問に答える方
式でいつでも簡単に送信することができます。ぜひお気軽にア
ンケートにお答えください。いただきましたご意見を参考に、誌
面の更なる充実に取り組んでまいりたいと思います。 

気軽にアンケートにお答えください



23 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

※上に挙げた予算以外にも特別会計含め様々な事業予算が上程され
可決となりました。

令和７年度9月補正予算
　９月定例会は、９月３日から２２日の２０日間の会期で開催され、町長提案の一般会計を
はじめとする条例５件、補正予算８件、決算認定９件、その他１件、最終日に追加された契
約２件、人事案件２件の計２７件が審議され、可決されました。
　また、一般会計では１１億円が増額補正され合計１９７億１９２２万３千円となりました。
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議員の賛否を公開します

※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否の分かれた議案のみ掲載しています。
■賛否表　　○は（賛成）　　●は（反対）　　棄は（棄権）　　欠は（欠席）
　その他の議案については議会ホームページをご覧ください。

大津町議会 検 索
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大津町議会議員及び大津町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例について
ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、２０２６年度政府予算に係る意見書採択の請願
日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書採択についての請願
少人数学級・教職員定数の改善に係る意見書の提出について
総合体育館空調整備電気工事請負契約の締結について

　　選挙ポスター掲示板数が９８ヶ所ある
が、掲示板数と設置場所は適正か、見直す時
期に来ているのではないか。

　　ポスターの枚数は法で決められている。
掲示板の場所は、色々な意見を聞き、危険な
場所や見づらい場所は、場所の配置を変えて
いる。

　　下水道処理場の運営委託費が大幅増の
見込みだが、これまで委託先の選定では1社
応札が繰り返され、選定に価格面の評価項目
もない。経済性が発揮されていない。

　　複数の応札があるよう条件を検討し、価
格評価を盛り込む方式も当然考えていきた
い。

　　地方公共団体情報システム標準化はシス
テムを新たに導入することであるが、開発ベ
ンダーの人材確保やコストの高止まりの懸念
はないか。

　　標準化については、近年の物価上昇導入
移行に伴うコスト負担が大きくなっており先
行自治体の例を見ながら円滑な移行を目指
す。

　　昭和園東側の橋梁と東側駐車場の再整

備はどのような工事なのか。

　　橋梁は点検により腐食などがみられたため
補強や防錆処理、塗装、劣化している部材の交
換などの補修工事を行う。東側駐車場は出入口
の改修や大きな木の伐採などの整備を行う。

　　プレミアム商品券について、プレミアム率
に対し事務費がかかりすぎている。電子決済
などのデジタル化を検討すべきではなかった
のか。

　　デジタル化については意見を頂いている
がイニシャルコストや活用できない層がいる
などの課題があるため、アナログではあるが
商品券としている。

　　補正予算の質疑で下水道事業入札は、広
く応札できる制度にすべきと指摘があったが
可能なのか。他社の参入など本当にできるの
か。

　　下水道事業は高度かつ専門的な知識・
技術を求められる事業。参加できる事業者が
かなり限られる。その事をふまえて入札の在
り方は検討する。

　　ビジターセンターに冷水機を設置するた
めの資金として、ほぼ、全額が寄付金で賄わ
れている。この寄付金に至った経緯はどの様
なものか。

　　ビジターセンター利用の中高生に水分補
給の冷水機などを置くことができないか考え
た。その趣旨にご賛同された企業から寄付を
いただいた。

　　大津町後期高齢者医療特別会計補正予
算で、子ども、子育て支援金の予算を計上する
のはなぜか。

　　子育て世代を支える仕組みとして、すべ
ての国民が加入している医療保険の保険料
と合わせて支援金を徴収する制度が導入され
るため。

　　体育施設費の屋外テントの予算は何張分
か。突風により破損とあるが、けが人はいな
かったのか。状況説明と今後の対策は。

　　テントは2張分。サッカー大会中に突風
が発生し、飛ばされ全体が大きく破損したた
め購入。人的被害はなかった。今後も安全管
理に努める。

　　交通安全対策事業で、カーブミラーの設
置や区画線の修復など、だれが、どのように
推進し、交通安全対策はどのように進めてい
くのか。

　　白線については、各行政区、交通安全プ
ログラムと各学校からの要望を精査し、町が
予算化して優先順位を決めて行っている。
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議 員 の 視 点
（本会議での質疑の一部を抜粋して掲載しています）

本会議動画配信

山部 良二
議員

やま べ    りょうじ

豊瀨 和久
議員

とよ  せ    かずひさ

大塚 益雄
議員

おおつか　ます  お

田代 元気
議員

た しろ　げん  き

岩下 啓史
議員

いわした　けい  し

三宮 美香
議員

さんのみや    み   か

時松 智弘
議員

ときまつ　とも ひろ

山本 富二夫
議員

やまもと　 ふ    じ    お

村山 龍一
議員

むら やま りゅういち

佐藤 真二
議員

さ  とう  しん  じ

一般会計補正内容（抜粋）

物価高騰対策について―――――――――――――
・LPガス使用世帯補助金
・大津町プレミアム商品券事業業務委託

2,277万3千円
988万1千円

きょうりょう
きょうりょう

ぼうせい

　審査の対象とした令和６年度一般会計の歳入歳出決算書、歳入歳出事項別明細書、実質収支に関する調
書並びに財産に関する調書の計数は、関係諸表・証拠書類の計数と符合し適正に調製されていることが認め
られ、法令等に反するような是正勧告・指摘事項はなかった。
　令和５年度決算における不用額は、約６億5,415万円であったが、令和６年度における不用額は、13億
3,748万円と増大している。この増加要因については、駅周辺バス転回広場整備事業や道路新設改良事業
などの事業執行残、また、大津中学校長寿命化改修事業に伴う入札残などであり、事業進捗については、予
定通り進んでいる。
　一方、財政構造の弾力性を示す指標として、「経常収支比率」がある。基準財政需要額が対前年比2億
1,464万1千円増加、また、基準財政収入額も１億5,782万１千円増加となったが、主たる自主財源である地
方交付税（普通交付税）が3千484万円、臨時財政対策債の発行可能額が4,426万６千円と減額となったた
め、経常収支比率は90.5％となり、前年度から0.6％上昇した。国の指針として、町村における経常収支比率
は75％以下が望ましいとされているが、県内45市町村の平均は88.2％（令和５年度熊本県決算）であり、一
つの指標としてはやや高い傾向にあり、その要因を分析し今後の推移を注視していく必要がある。

決算審査の結果―――――――――
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大津町議会議員及び大津町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例について
ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、２０２６年度政府予算に係る意見書採択の請願
日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書採択についての請願
少人数学級・教職員定数の改善に係る意見書の提出について
総合体育館空調整備電気工事請負契約の締結について

　　選挙ポスター掲示板数が９８ヶ所ある
が、掲示板数と設置場所は適正か、見直す時
期に来ているのではないか。

　　ポスターの枚数は法で決められている。
掲示板の場所は、色々な意見を聞き、危険な
場所や見づらい場所は、場所の配置を変えて
いる。

　　下水道処理場の運営委託費が大幅増の
見込みだが、これまで委託先の選定では1社
応札が繰り返され、選定に価格面の評価項目
もない。経済性が発揮されていない。

　　複数の応札があるよう条件を検討し、価
格評価を盛り込む方式も当然考えていきた
い。

　　地方公共団体情報システム標準化はシス
テムを新たに導入することであるが、開発ベ
ンダーの人材確保やコストの高止まりの懸念
はないか。

　　標準化については、近年の物価上昇導入
移行に伴うコスト負担が大きくなっており先
行自治体の例を見ながら円滑な移行を目指
す。

　　昭和園東側の橋梁と東側駐車場の再整

備はどのような工事なのか。

　　橋梁は点検により腐食などがみられたため
補強や防錆処理、塗装、劣化している部材の交
換などの補修工事を行う。東側駐車場は出入口
の改修や大きな木の伐採などの整備を行う。

　　プレミアム商品券について、プレミアム率
に対し事務費がかかりすぎている。電子決済
などのデジタル化を検討すべきではなかった
のか。

　　デジタル化については意見を頂いている
がイニシャルコストや活用できない層がいる
などの課題があるため、アナログではあるが
商品券としている。

　　補正予算の質疑で下水道事業入札は、広
く応札できる制度にすべきと指摘があったが
可能なのか。他社の参入など本当にできるの
か。

　　下水道事業は高度かつ専門的な知識・
技術を求められる事業。参加できる事業者が
かなり限られる。その事をふまえて入札の在
り方は検討する。

　　ビジターセンターに冷水機を設置するた
めの資金として、ほぼ、全額が寄付金で賄わ
れている。この寄付金に至った経緯はどの様
なものか。

　　ビジターセンター利用の中高生に水分補
給の冷水機などを置くことができないか考え
た。その趣旨にご賛同された企業から寄付を
いただいた。

　　大津町後期高齢者医療特別会計補正予
算で、子ども、子育て支援金の予算を計上する
のはなぜか。

　　子育て世代を支える仕組みとして、すべ
ての国民が加入している医療保険の保険料
と合わせて支援金を徴収する制度が導入され
るため。

　　体育施設費の屋外テントの予算は何張分
か。突風により破損とあるが、けが人はいな
かったのか。状況説明と今後の対策は。

　　テントは2張分。サッカー大会中に突風
が発生し、飛ばされ全体が大きく破損したた
め購入。人的被害はなかった。今後も安全管
理に努める。

　　交通安全対策事業で、カーブミラーの設
置や区画線の修復など、だれが、どのように
推進し、交通安全対策はどのように進めてい
くのか。

　　白線については、各行政区、交通安全プ
ログラムと各学校からの要望を精査し、町が
予算化して優先順位を決めて行っている。
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問 答

問

問

答

答

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

議 員 の 視 点
（本会議での質疑の一部を抜粋して掲載しています）

本会議動画配信

山部 良二
議員

やま べ    りょうじ

豊瀨 和久
議員

とよ  せ    かずひさ

大塚 益雄
議員

おおつか　ます  お

田代 元気
議員

た しろ　げん  き

岩下 啓史
議員

いわした　けい  し

三宮 美香
議員

さんのみや    み   か

時松 智弘
議員

ときまつ　とも ひろ

山本 富二夫
議員

やまもと　 ふ    じ    お

村山 龍一
議員

むら やま りゅういち

佐藤 真二
議員

さ  とう  しん  じ

一般会計補正内容（抜粋）

物価高騰対策について―――――――――――――
・LPガス使用世帯補助金
・大津町プレミアム商品券事業業務委託

2,277万3千円
988万1千円

きょうりょう
きょうりょう

ぼうせい

　審査の対象とした令和６年度一般会計の歳入歳出決算書、歳入歳出事項別明細書、実質収支に関する調
書並びに財産に関する調書の計数は、関係諸表・証拠書類の計数と符合し適正に調製されていることが認め
られ、法令等に反するような是正勧告・指摘事項はなかった。
　令和５年度決算における不用額は、約６億5,415万円であったが、令和６年度における不用額は、13億
3,748万円と増大している。この増加要因については、駅周辺バス転回広場整備事業や道路新設改良事業
などの事業執行残、また、大津中学校長寿命化改修事業に伴う入札残などであり、事業進捗については、予
定通り進んでいる。
　一方、財政構造の弾力性を示す指標として、「経常収支比率」がある。基準財政需要額が対前年比2億
1,464万1千円増加、また、基準財政収入額も１億5,782万１千円増加となったが、主たる自主財源である地
方交付税（普通交付税）が3千484万円、臨時財政対策債の発行可能額が4,426万６千円と減額となったた
め、経常収支比率は90.5％となり、前年度から0.6％上昇した。国の指針として、町村における経常収支比率
は75％以下が望ましいとされているが、県内45市町村の平均は88.2％（令和５年度熊本県決算）であり、一
つの指標としてはやや高い傾向にあり、その要因を分析し今後の推移を注視していく必要がある。

決算審査の結果―――――――――
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。
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＊硝酸態窒素は植物の生育に不可欠な栄養素。発がん性物質を生成するリスクが指摘される物質



　
　
広
報
活
動
で
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
を
開
設
し
た
。
今
後
も
活
動
し

や
す
い
環
境
整
備
や
団
員
への
支
援

を
充
実
さ
せ
、
地
域
防
災
力
の
維

持
を
図
る
。

45

総務
委員会
レポート

QA 　
　
空
港
ラ
イ
ナ
ー
を
利
用
し
て

肥
後
大
津
駅
に
来
た
後
、
飲
食
や

買
い
物
な
ど
を
さ
れ
て
い
る
か
の

把
握
や
分
析
は
。

　
　
利
用
実
績
は
把
握
し
て
い
る

が
、
宿
泊
や
買
い
物
な
ど
ど
う

い
っ
た
行
動
を
し
て
い
る
か
な
ど

は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

QA 　
　
糞
尿
処
理
に
お
け
る
高
度
汚

水
処
理
の
＊
硝
酸
態
窒
素
含
有
率

が
1
0
0
㎎
/
L
以
下
と
な
っ
て

い
る
が
、水
道
法
の
基
準（
10
㎎

/
L
以
下
）と
の
差
が
あ
る
。排
水

時
の
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、水
質
検
査
を
年
1
回
と
す

る
根
拠
は
あ
る
の
か
。

QA 　
　
選
挙
に
関
心
を
持
ち
、
参
加

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
町
と
し
て

若
年
層
へ
の
啓
発
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
と

連
携
し
、
選
挙
ご
と
に
イ
オ
ン
大

津
店
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
啓
発
活

動
を
実
施
。
ま
た
、
中
学
校
や
高

校
で
選
挙
の
出
前
授
業
を
行
い
、

模
擬
投
票
な
ど
を
通
し
、
選
挙
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
取
り
組

み
も
行
っ
て
い
る
。

QA 　
　
町
財
政
の
確
保
に
向
け
、
公

共
施
設
へ
の
広
告
掲
載
や
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入
の
可
能
性
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
収
入
増

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
ど
う
進

め
る
か
。

水
質
検
査
を
継
続
し
安
心
・

安
全
を
守
る

消
防
団
員
確
保
へ
広
報
と

支
援
強
化
へ

広
告
収
入
拡
大
と

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
検
討
は

窓
口
業
務
の
効
率
化
や

人
件
費
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
い
て

若
者
の
投
票
率
向
上
へ
。

若
い
世
代
に
届
く
工
夫
を

空
港
ラ
イ
ナ
ー
の
利
用
促
進
へ

QA 　
　
消
防
団
員
の
な
り
手
不
足
が

深
刻
で
あ
り
、
地
域
防
災
力
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
。
町
と
し
て
団
員

確
保
や
活
動
支
援
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

QA 　
　
人
件
費
が
増
加
し
て
い
る

が
、
窓
口
業
務
の
民
営
化
を
検
討

し
て
い
る
の
か
。

　
　
窓
口
業
務
の
民
間
委
託
に
つ

い
て
、
行
財
政
改
革
と
し
て
検
討

中
。
住
民
課
窓
口
な
ど
で
委
託
を

導
入
し
た
場
合
の
費
用
対
効
果
や

コ
ス
ト
削
減
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
現
在
整
理
を
進
め
て
い
る
状

況
。

町の未来へ繋ぐ
財源から防災・　 環境まで 幅広く審議 

まち　　　       み     らい　           つな

ざい    げん　                    ぼう   さい　                         かん   きょう　                    はば    ひろ　       しん     ぎ 

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

　
　
排
水
基
準
は
水
質
汚
濁
防
止

法
に
基
づ
き
1
0
0
㎎
/
L
以
下

で
あ
り
、そ
の
基
準
に
沿
っ
て
排
水

す
る
計
画
で
あ
る
。測
定
頻
度
は

同
法
で
年
1
回
以
上
と
定
め
ら
れ
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お
り
、近
隣
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
れ
ば
菊
池
保
健
所
と
連
携
し

追
加
検
査
も
可
能
で
あ
る
。

　
　
広
告
収
入
は
実
施
し
て
い
る

が
、
今
後
も
対
象
拡
大
を
図
る
。

さ
ら
に
、
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
に
つ
い
て
は
本
年
度
内
の
導

入
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
る
。
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務
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職
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サ
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ビ
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に
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が
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。
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異
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る
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よ
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め
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よ
う
、
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体
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
も
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い
た
い
。

意
見

　
　   

以
前
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空
港
ラ
イ
ナ
ー
の

車
内
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介
ビ
デ
オ
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流
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。
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P
R
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、
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な
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員
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ポ
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一
般
質
問
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修
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／
意
見
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会
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ダ
ー
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会 
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／
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＊硝酸態窒素は植物の生育に不可欠な栄養素。発がん性物質を生成するリスクが指摘される物質



67

　
　
菊
陽
で
原
水
駅
か
ら
運
行
し

て
い
る
セ
ミ
コ
ン
バ
ス
は
定
期
券

が
使
用
で
き
る
が
、
今
回
の
バ
ス

で
も
使
え
る
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
の

人
が
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
今
後
の
周
知
方
法
は
。

経済建設
委員会
レポート

QA 　
　
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
や
ポ
イ
ン

ト
還
元
が
一
般
的
に
な
っ
て
き

た
。
今
回
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
し

な
か
っ
た
理
由
は
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
化
の
必
要
性
は
感

じ
て
い
る
が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

を
使
え
な
い
人
も
い
る
た
め
紙
の

商
品
券
と
し
た
。

　
今
後
は
様
々
な
方
法
を
比
較
し

な
が
ら
検
討
す
る
。

下
水
道
使
用
料
の
改
定
は

誰
で
も
使
え
る
通
勤
バ
ス
へ

QA 　
　
企
業
連
絡
協
議
会
が
、
町
内

の
高
校
へ
の
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
な

ど
人
材
確
保
の
取
組
み
を
さ
れ
て

い
る
が
、
採
用
実
績
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
町
営
住
宅
の
空
い
て
い

る
高
層
階
を
企
業
が
借
り
上
げ
提

供
で
き
れ
ば
人
材
確
保
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
翔
陽
高
校
の
卒
業
生
の
半
分

が
就
職
者
。
そ
の
中
で
県
内
就
職

が
８
〜
９
割
で
、
そ
の
う
ち
２
割

程
度
が
町
内
へ
就
職
し
て
い
る
。

　
町
営
住
宅
は
入
居
基
準
に
基
づ

い
て
い
る
た
め
、
企
業
の
活
用
に
つ

い
て
は
担
当
課
と
協
議
す
る
。
　

　
　

QA 　
　
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
輪

場
の
案
内
業
務
が
予
算
と
し
て

出
て
い
る
が
、
説
明
を
。

　
根
本
的
な
解
決
は
駐
輪
場
の

増
設
で
は
な
い
か
。

　
　
西
側
駐
輪
場
の
許
容
は
20

台
程
度
だ
が
、
実
際
は
倍
以
上
の

自
転
車
が
停
め
て
あ
り
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
の
上
ま
で
停
め
て
あ
る
状

況
。
15
日
間
、
案
内
業
務
の
実

証
実
験
を
行
い
整
頓
し
て
駐
輪
す

る
意
識
づ
け
を
行
う
。

　
今
後
は
設
備
面
で
の
投
資
も
検

討
す
る
。
　
　

QA 　
　
令
和
15
年
に
予
定
し
て
い
る

下
水
道
使
用
料
の
改
定（
値
上
げ
）

に
つ
い
て
説
明
を
。

　
　
令
和
10
年
・
15
年
に
段
階
を

追
っ
て
改
定
が
必
要
と
見
込
ん
で

い
る
。
人
口
増
な
ど
に
よ
り
下
水

道
の
収
入
は
増
加
す
る
が
、
水
処

理
施
設
な
ど
の
整
備
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
減
価
償
却
費
が
令
和

16
年
度
に
現
在
よ
り
3
億
円
増
加

す
る
た
め
使
用
料
改
定
が
必
要
な

状
況
で
あ
る
。
　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
輪
場

の
今
後
は

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に

設
置
さ
れ
る
冷
水
機

町
営
住
宅
利
用
で

企
業
の
人
材
確
保
を

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

QA　　
渋
滞
対
策
の
一
環
と
し
て
実

施
す
る
通
勤
バ
ス
は
定
期
券
の
利

用
が
で
き
る
。

　
周
知
は
「
広
報
お
お
づ
」
や
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
行
う
。

QA 　
　
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
冷
水

機
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

経
緯
は
。

　
　
給
水
機
の
設
置
に
向
け
て
検

討
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
企
業
か

ら
寄
附
の
申
し
出
が
あ
り
、
今
年

度
で
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
。

人・まち・企業が　  つながる新たな動き

冷水機 イメージ

詳しくは広報おおづ10月号

ひと　　　　　　　　　   き   ぎょう　　　　　                                  あら　             うご

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

駅南口　西側駐輪場

下水道処理施設　増設予定（赤）

活用を進めたい町営住宅

詳
し
く
は
広
報
お
お
づ
10
月
号
背
表
紙

くらしと産業の土台を創る

　
マ
イ
ボ
ト
ルへ
も
対
応
の
冷
水
機

で
す
。
手
持
ち
の
水
筒
や
ペッ
ト
ボ

ト
ル
に
給
水
で
き
ま
す
。

定
例
会
総
括      

　
　
　
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　                 

一
般
質
問
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修
報
告
／
意
見
交
換
会
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ー
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ー
夢
議
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。
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。
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れ
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滞
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で
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れ
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。
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、
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、
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活
動
を
撮
影
す
る
専
用
の
カ

メ
ラ
を
購
入
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
児
童
生
徒
に
も
専
用
カ
メ
ラ

で
あ
る
こ
と
を
教
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
校
内

に
隠
し
カ
メ
ラ
が
な
い
か
の
確
認

を
し
て
い
る
か
。

　
　
校
長
会
に
て
教
師
が
使
用
す

る
カ
メ
ラ
の
形
状
を
児
童
生
徒
に

周
知
す
る
よ
う
に
依
頼
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
隠
し
カ
メ
ラ
に
つ

い
て
は
、
７
〜
８
月
に
学
校
に
通

知
を
出
し
て
い
る
。
点
検
を
週
１

回
程
度
実
施
、
ま
た
、
教
室
な
ど

を
整
理
整
頓
し
、
カ
メ
ラ
な
ど
を

設
置
で
き
な
い
よ
う
な
環
境
整
備

を
行
う
こ
と
な
ど
依
頼
し
て
い

る
。
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今
回
の
整
備
は
凸
凹
し
た
表

面
に
補
充
材
を
入
れ
、
全
体
を

敷
き
な
ら
す
も
の
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
た

め
、
今
回
は
緊
急
的
な
対
応
と
し

て
い
る
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
に
つ

い
て
は
今
後
、
発
注
し
て
い
る
同

セ
ン
タ
ー
改
修
基
本
構
想
策
定
業

務
委
託
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

文教厚生
委員会
レポート

QA 　
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
非
常

用
電
源
を
、無
停
電
電
源
装
置（
Ｕ

Ｐ
Ｓ
）
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の

か
。
ま
た
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が

1
0
0
分
程
度
と
の
こ
と
だ
が
、

非
常
用
電
源
と
し
て
十
分
な
の

か
。

　
　
蓄
電
池
へ
の
変
更
も
検
討
し

た
が
、電
源
盤
改
造
な
ど
に
費
用

が
か
か
り
、メ
ー
カ
ー
保
証
も
得
ら

れ
な
い
こ
と
か
ら
、Ｕ
Ｐ
Ｓ
で
容
量

を
増
や
す
こ
と
に
し
た
。非
常
時
は

役
場
に
あ
る
発
電
機
を
持
っ
て
く

る
た
め
、そ
の
間
を
Ｕ
Ｐ
Ｓ
で
つ
な

ぐ
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

QA 　
　
日
本
語
に
困
難
を
抱
え
て
い

る
児
童
生
徒
に
対
し
て
の
支
援
は

ど
う
し
て
い
る
か
。

　
　
町
内
の
小
中
学
校
に
お
い
て

今
年
の
７
月
時
点
で
外
国
籍
を
有

す
る
児
童
生
徒
は
28
人
、
そ
の
う

ち
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生

徒
は
19
人
。
日
本
語
指
導
に
つ
い

て
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し
て
お

り
、
個
人
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
、
週

に
１
〜
２
回
程
度
指
導
し
て
い
る

状
況
。

子
育
て
支
援
拠
点
整
備
事
業
は

児
童
生
徒
を
校
内
盗
撮
か
ら
守
る

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
は

日
本
語
指
導
が
必
要
な

児
童
生
徒
へ
の
支
援

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

東
側
駐
車
場
整
備

非
常
用
電
源
、効
果
は
十
分
か

QA

QA 　
　
同
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
整

備
は
、
砂
利
の
穴
を
整
備
す
る

の
か
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
に

す
れ
ば
、
何
度
も
整
備
を
し
な

く
て
済
む
の
で
は
。

QA 　
　
整
備
事
業
の
住
民
説
明
状
況

は
。
ま
た
、
昭
和
園
隣
接
の
通
学

路
に
信
号
機
や
速
度
制
限
の
要
望

は
な
か
っ
た
か
。

　
　 

在
園
児
保
護
者
向
け
説
明

会
を
今
年
３
月
と
８
月
に
、
町
民

対
象
説
明
会
を
８
月
22
日
に
実
施

し
た
。
ま
た
、
昭
和
園
入
り
口
の

道
路
沿
い
の
住
民
へ
は
個
別
に
訪

問
し
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
防
犯
面
や
交
通
安
全
の
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
信
号
機

の
要
望
は
な
か
っ
た
が
速
度
制
限

の
要
望
は
あ
っ
た
。
今
後
も
安
全

対
策
を
考
え
て
い
く
。

QA 　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
は

増
え
て
い
る
か
。

　
　
８
月
末
時
点
で
の
デ
ー
タ
で

は
大
津
町
国
保
加
入
者
の
約
40
％

の
受
診
が
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
で

あ
る
。

町民の要望や意見を 　   丁寧に吸い上げ、より良い事業を
ちょうみん　   よう  ぼう　     い   けん　               てい  ねい　     す         あ                    よ        じぎょう

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

　
　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
受
診
履
歴
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
、
適
正
受
診
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
利
用

率
を
上
げ
る
た
め
の
対
応
を
検
討

し
て
ほ
し
い
。

意
見

生涯学習センター東側駐車場

老人福祉センターの非常用電源

昭和園隣接の道

学校使用カメラを明確に
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町政を問う 9月定例会／一般質問に16名中13名が登壇一般質問

あ
っ
た
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア

や
加
害
教
員
へ
の
再
発
防
止

策
を
と
る
こ
と
。

　
子
ど
も
を
守
る
だ
け
で
な

く
教
員
も
安
心
し
て
働
け
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切

だ
。

　
町
全
体
で
早
め
に
仕
組
み

を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

　
　
国
や
県
か
ら
の
通
知
・

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、

町
で
も
早
期
か
ら
対
策
を
し

て
い
る
。
今
後
も
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
学
べ
る
学
校
づ

く
り
に
全
力
を
尽
く
し
て
い

く
。
　
　
　
　
　（教
育
長
）

　
　
全
国
で
教
職
員
に
よ
る

性
犯
罪
や
性
暴
力
が
増
え
学

校
へ
の
信
頼
が
揺
ら
い
で
い

る
。
大
津
町
で
は
大
き
な
事

案
は
少
な
い
が
予
防
の
仕
組

み
は
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。

私
は
五
つ
の
提
案
を
し
た
。

①
無
記
名
ア
ン
ケ
ー
ト
で
子

ど
も
の
声
を
拾
う
こ
と
。②

全
教
職
員
へ
の
防
止
研
修
を

定
期
的
に
行
う
こ
と
。③
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
使
っ
た
匿
名

の
相
談
窓
口
を
設
け
る
こ

と
。④
外
部
の
有
識
者
や
医

療
の
専
門
職
が
関
わ
る
監
視

体
制
を
つ
く
る
こ
と
。⑤
医

療
機
関
と
連
携
し
被
害
に

Q

A

教職員不祥事防止策を問う
他の自治体を参考に早期から対策している

大塚　勝二議員
おおつか　 かつじ

Q

A

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ 1011

Q

A

Q

A

　
　加
藤
清
正
が
整
備
し
た

清
正
公
道
は
、か
つ
て
宿
場
町

と
し
て
栄
え
た
本
町
の
歴
史

と
文
化
を
語
る
上
で
重
要
な

史
跡
で
あ
る
。阿
蘇
市
の
整

備
区
間
が
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
好
評
と
承
知
し
て
い
る
。

　他
方
、本
町
で
は
歴
史
的

景
観
を
残
す
場
所
は
限
定
的

で
、こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
ま

ち
づ
く
り
の
貴
重
な
財
産
と

し
て
次
世
代
へ
の
継
承
を
目

指
す
。

　今
後
は
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
の
策
定
を
進
め
、

様
々
な
文
化
財
を
通
し
て
町

民
の
皆
様
や
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
郷
土
の
歴
史

を
知
り
、学
び
、後
世
に
継
承

し
て
い
く
大
切
な
宝
と
し
て

誇
り
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

取
組
む
。
　
　
　

  （
教
育
長
）

　
　
阿
蘇
市
が
整
備
を
行
っ

た
豊
後
街
道
の
石
畳
区
間
は

当
時
の
面
影
を
色
濃
く
残

し
、
か
つ
て
石
畳
の
普
請
を

行
っ
た
岩
坂
村
の
文
字
石
も

遺
さ
れ
て
い
る
。
大
津
側
の

清
正
公
道
は
こ
う
し
た
場
所

が
少
な
い
。

　
熊
本
地
震
後
の
発
掘
調
査

で
は
逆
台
形
に
掘
り
込
み
、

左
右
に
土
手
法
面
を
有
す
る

全
国
的
に
も
貴
重
で
珍
し
い

も
の
だ
と
報
告
書
が
出
さ
れ

て
い
る
。

　
現
在
の
振
興
総
合
計
画
に

あ
る
と
お
り
長
い
歴
史
や
文

化
を
資
源
と
し
て
活
用
し
、

次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
文

化
庁
と
連
携
し
整
備
す
る
考

え
は
な
い
か
。

ふるさとの宝、清正公道復元と文化財保護を
文化財保存活用地域計画を作成し整備する

時松　智弘議員
ときまつ　ともひろ

Q

A

その他の質問
・町民の国家資格などの取得支援補助を行う考えはないか
・リチウムイオン電池発火事故に関する安全対策について

その他の質問
・予防医学と検診案内のガイドライン整合性について
・町民サービスと向上と窓口業務の改善について

　歴史と文化が香る阿蘇市豊後街道区間

に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
ど
う

す
る
の
か
。

　
　肥
後
大
津
駅
周
辺
の
整

備
は
、
肥
後
大
津
駅
周
辺
ま

ち
づ
く
り
基
本
計
画
を
中
で

空
間
像
や
施
設
の
機
能
を
整

理
し
、
経
済
効
果
や
住
民
生

活
の
向
上
に
つ
な
げ
、
空
港

ア
ク
セ
ス
鉄
道
を
見
据
え
た

計
画
で
あ
る
。
南
北
道
路
は

空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
の
詳
細

ル
ー
ト
決
定
後
に
整
備
な
ど

の
調
査
を
行
う
。
今
回
の
駅

周
辺
整
備
は
、
10
年
間
の
開

発
計
画
で
、
将
来
の
可
能
性

と
し
て
区
画
整
理
事
業
も
見

据
え
て
い
る
。
説
明
は
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
の
中
で

行
う
。
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
と
し
て
整
備
を

検
討
す
る
。
大
津
中
央

公
園
は
、
機
能
の
維
持

が
必
須
だ
と
考
え
て
い

る
。               （
町
長
）

　
　
肥
後
大
津
駅
は
開
業
し

１
１
０
年
と
な
る
。
阿
蘇
く

ま
も
と
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道

が
、
肥
後
大
津
ル
ー
ト
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
１
０
０

年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
。
肥
後
大
津
駅
の
整
備
、

駅
を
抜
け
る
南
北
道
路
の
整

備
や
駅
周
辺
開
発
を
ど
う
す

る
の
か
。
地
元
へ
の
説
明
会

は
行
う
の
か
。
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
肥
後
大
津
駅
周
辺

整
備
で
建
て
替
え
や
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
す
る
な
ど
の

考
え
は
な
い
の
か
。
大
津
中

央
公
園
が
阿
蘇
く
ま
も
と
空

港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
の
ル
ー
ト

その他の質問

Q

A

肥後大津駅周辺整備計画はどうするのか
空港アクセス鉄道を見据えて整備を行っていく

村山　龍一議員
むらやま  りゅういち

Q

A

　
　既
存
の
公
共
交
通
と
の

役
割
分
担
を
改
め
て
整
理

し
、
交
通
事
業
者
な
ど
と
の

継
続
的
な
協
議
を
進
め
て
い

る
。
令
和
8
年
4
月
か
ら
は

運
行
エ
リ
ア
を
拡
大
し
、
町

全
域
が
、
町
中
心
部
ま
た
は

周
辺
部
の
い
ず
れ
か
の
運
行

エ
リ
ア
に
含
ま
れ
る
よ
う
に

取
組
を
進
め
て
い
る
。

　こ
う
し
た
取
組
を
段
階
的

か
つ
着
実
に
進
め
る
こ
と

で
、町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立

を
目
指
し
て
い
く
。（
町
長
）

　
　
居
住
地
域
の
違
い
に
よ

り
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
が

利
用
で
き
る
人
と
、
で
き
な

い
人
が
い
る
の
は
不
公
平
な

状
態
な
の
で
、
一
日
も
早
く

全
て
の
町
民
が
、
特
に
高
齢

者
や
障
が
い
が
あ
る
方
な
ど

を
、
住
ん
で
い
る
地
域
で
区

別
せ
ず
、
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

エ
リ
ア
拡
大
を
す
る
べ
き

だ
。

　
ま
た
、
現
在
の
降
り
ら
れ

る
エ
リ
ア
外
に
商
業
施
設
や

病
院
、
介
護
施
設
が
で
き
る

な
ど
、
環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
の
で
、
降
り
ら
れ

る
エ
リ
ア
を
見
直
し
、
拡
大

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Q

A

乗合タクシーの運行エリアを拡大すべき
令和８年４月から運行エリアを拡大する

豊瀨　和久議員
とよせ　　かずひさ

Q

A

その他の質問
・免許返納事業について ・介護予防型ミニデイふれあい事業について
・まちづくりの方向性で示された産業誘致エリアのインフラ整備について 
・災害時の避難所となる学校体育館の空調エアコン整備について・「企業誘致のための用途」について

定
例
会
総
括      

　
　
　
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　                 

一
般
質
問
　           

　研
修
報
告
／
意
見
交
換
会
　

   

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
夢
議
会 

定
例
会
総
括      

　
　
　
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　                 

一
般
質
問
　           

　研
修
報
告
／
意
見
交
換
会
　

   

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
夢
議
会 



町政を問う 9月定例会／一般質問に16名中13名が登壇一般質問

あ
っ
た
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア

や
加
害
教
員
へ
の
再
発
防
止

策
を
と
る
こ
と
。

　
子
ど
も
を
守
る
だ
け
で
な

く
教
員
も
安
心
し
て
働
け
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切

だ
。

　
町
全
体
で
早
め
に
仕
組
み

を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

　
　
国
や
県
か
ら
の
通
知
・

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、

町
で
も
早
期
か
ら
対
策
を
し

て
い
る
。
今
後
も
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
学
べ
る
学
校
づ

く
り
に
全
力
を
尽
く
し
て
い

く
。
　
　
　
　
　（教
育
長
）

　
　
全
国
で
教
職
員
に
よ
る

性
犯
罪
や
性
暴
力
が
増
え
学

校
へ
の
信
頼
が
揺
ら
い
で
い

る
。
大
津
町
で
は
大
き
な
事

案
は
少
な
い
が
予
防
の
仕
組

み
は
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。

私
は
五
つ
の
提
案
を
し
た
。

①
無
記
名
ア
ン
ケ
ー
ト
で
子

ど
も
の
声
を
拾
う
こ
と
。②

全
教
職
員
へ
の
防
止
研
修
を

定
期
的
に
行
う
こ
と
。③
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
使
っ
た
匿
名

の
相
談
窓
口
を
設
け
る
こ

と
。④
外
部
の
有
識
者
や
医

療
の
専
門
職
が
関
わ
る
監
視

体
制
を
つ
く
る
こ
と
。⑤
医

療
機
関
と
連
携
し
被
害
に

Q

A

教職員不祥事防止策を問う
他の自治体を参考に早期から対策している

大塚　勝二議員
おおつか　 かつじ

Q

A

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ 1011

Q

A

Q

A

　
　加
藤
清
正
が
整
備
し
た

清
正
公
道
は
、か
つ
て
宿
場
町

と
し
て
栄
え
た
本
町
の
歴
史

と
文
化
を
語
る
上
で
重
要
な

史
跡
で
あ
る
。阿
蘇
市
の
整

備
区
間
が
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
好
評
と
承
知
し
て
い
る
。

　他
方
、本
町
で
は
歴
史
的

景
観
を
残
す
場
所
は
限
定
的

で
、こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
ま

ち
づ
く
り
の
貴
重
な
財
産
と

し
て
次
世
代
へ
の
継
承
を
目

指
す
。

　今
後
は
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
の
策
定
を
進
め
、

様
々
な
文
化
財
を
通
し
て
町

民
の
皆
様
や
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
郷
土
の
歴
史

を
知
り
、学
び
、後
世
に
継
承

し
て
い
く
大
切
な
宝
と
し
て

誇
り
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

取
組
む
。
　
　
　

  （
教
育
長
）

　
　
阿
蘇
市
が
整
備
を
行
っ

た
豊
後
街
道
の
石
畳
区
間
は

当
時
の
面
影
を
色
濃
く
残

し
、
か
つ
て
石
畳
の
普
請
を

行
っ
た
岩
坂
村
の
文
字
石
も

遺
さ
れ
て
い
る
。
大
津
側
の

清
正
公
道
は
こ
う
し
た
場
所

が
少
な
い
。

　
熊
本
地
震
後
の
発
掘
調
査

で
は
逆
台
形
に
掘
り
込
み
、

左
右
に
土
手
法
面
を
有
す
る

全
国
的
に
も
貴
重
で
珍
し
い

も
の
だ
と
報
告
書
が
出
さ
れ

て
い
る
。

　
現
在
の
振
興
総
合
計
画
に

あ
る
と
お
り
長
い
歴
史
や
文

化
を
資
源
と
し
て
活
用
し
、

次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
文

化
庁
と
連
携
し
整
備
す
る
考

え
は
な
い
か
。

ふるさとの宝、清正公道復元と文化財保護を
文化財保存活用地域計画を作成し整備する

時松　智弘議員
ときまつ　ともひろ

Q

A

その他の質問
・町民の国家資格などの取得支援補助を行う考えはないか
・リチウムイオン電池発火事故に関する安全対策について

その他の質問
・予防医学と検診案内のガイドライン整合性について
・町民サービスと向上と窓口業務の改善について

　歴史と文化が香る阿蘇市豊後街道区間

に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
ど
う

す
る
の
か
。

　
　肥
後
大
津
駅
周
辺
の
整

備
は
、
肥
後
大
津
駅
周
辺
ま

ち
づ
く
り
基
本
計
画
を
中
で

空
間
像
や
施
設
の
機
能
を
整

理
し
、
経
済
効
果
や
住
民
生

活
の
向
上
に
つ
な
げ
、
空
港

ア
ク
セ
ス
鉄
道
を
見
据
え
た

計
画
で
あ
る
。
南
北
道
路
は

空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
の
詳
細

ル
ー
ト
決
定
後
に
整
備
な
ど

の
調
査
を
行
う
。
今
回
の
駅

周
辺
整
備
は
、
10
年
間
の
開

発
計
画
で
、
将
来
の
可
能
性

と
し
て
区
画
整
理
事
業
も
見

据
え
て
い
る
。
説
明
は
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
の
中
で

行
う
。
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
と
し
て
整
備
を

検
討
す
る
。
大
津
中
央

公
園
は
、
機
能
の
維
持

が
必
須
だ
と
考
え
て
い

る
。               （
町
長
）

　
　
肥
後
大
津
駅
は
開
業
し

１
１
０
年
と
な
る
。
阿
蘇
く

ま
も
と
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道

が
、
肥
後
大
津
ル
ー
ト
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
１
０
０

年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
。
肥
後
大
津
駅
の
整
備
、

駅
を
抜
け
る
南
北
道
路
の
整

備
や
駅
周
辺
開
発
を
ど
う
す

る
の
か
。
地
元
へ
の
説
明
会

は
行
う
の
か
。
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
肥
後
大
津
駅
周
辺

整
備
で
建
て
替
え
や
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
す
る
な
ど
の

考
え
は
な
い
の
か
。
大
津
中

央
公
園
が
阿
蘇
く
ま
も
と
空

港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
の
ル
ー
ト

その他の質問

Q

A

肥後大津駅周辺整備計画はどうするのか
空港アクセス鉄道を見据えて整備を行っていく

村山　龍一議員
むらやま  りゅういち

Q

A

　
　既
存
の
公
共
交
通
と
の

役
割
分
担
を
改
め
て
整
理

し
、
交
通
事
業
者
な
ど
と
の

継
続
的
な
協
議
を
進
め
て
い

る
。
令
和
8
年
4
月
か
ら
は

運
行
エ
リ
ア
を
拡
大
し
、
町

全
域
が
、
町
中
心
部
ま
た
は

周
辺
部
の
い
ず
れ
か
の
運
行

エ
リ
ア
に
含
ま
れ
る
よ
う
に

取
組
を
進
め
て
い
る
。

　こ
う
し
た
取
組
を
段
階
的

か
つ
着
実
に
進
め
る
こ
と

で
、町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立

を
目
指
し
て
い
く
。（
町
長
）

　
　
居
住
地
域
の
違
い
に
よ

り
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
が

利
用
で
き
る
人
と
、
で
き
な

い
人
が
い
る
の
は
不
公
平
な

状
態
な
の
で
、
一
日
も
早
く

全
て
の
町
民
が
、
特
に
高
齢

者
や
障
が
い
が
あ
る
方
な
ど

を
、
住
ん
で
い
る
地
域
で
区

別
せ
ず
、
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

エ
リ
ア
拡
大
を
す
る
べ
き

だ
。

　
ま
た
、
現
在
の
降
り
ら
れ

る
エ
リ
ア
外
に
商
業
施
設
や

病
院
、
介
護
施
設
が
で
き
る

な
ど
、
環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
の
で
、
降
り
ら
れ

る
エ
リ
ア
を
見
直
し
、
拡
大

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Q

A

乗合タクシーの運行エリアを拡大すべき
令和８年４月から運行エリアを拡大する

豊瀨　和久議員
とよせ　　かずひさ

Q

A

その他の質問
・免許返納事業について ・介護予防型ミニデイふれあい事業について
・まちづくりの方向性で示された産業誘致エリアのインフラ整備について 
・災害時の避難所となる学校体育館の空調エアコン整備について・「企業誘致のための用途」について

定
例
会
総
括      

　
　
　
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　                 

一
般
質
問
　           

　研
修
報
告
／
意
見
交
換
会
　

   

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
夢
議
会 

定
例
会
総
括      

　
　
　
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　                 

一
般
質
問
　           

　研
修
報
告
／
意
見
交
換
会
　

   

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
夢
議
会 



1213 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

　
　野
球
場
の
誘
致
は
経
済

効
果
や
地
域
交
流
、
観
光
振

興
の
契
機
に
な
る
と
考
え

る
。　し

か
し
、
本
町
で
も
開
発

が
加
速
す
る
中
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
よ
る
財
政
負
担
や
渋

滞
の
深
刻
化
と
い
っ
た
課
題

は
解
消
で
き
て
い
な
い
。

　県
や
他
の
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
、
住
民
の
生

活
を
最
優
先
に
考
え
、
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
向
上
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
考
え
、
慎

重
に
判
断
し
た
い
。（
町
長
）

　
　
　
　
　菊
陽
町
に
移
転

が
決
ま
っ
た
場
合
、
隣
町
と

し
て
宿
泊
客
を
呼
び
込
む
な

ど
、
連
携
を
お
願
い
す
る
。

　
　
熊
本
県
は
、
リ
ブ
ワ
ー

ク
藤
崎
台
球
場
に
つ
い
て
、

移
転
再
整
備
が
妥
当
と
の
検

討
会
議
の
提
言
を
受
け
、
９

月
定
例
会
で
方
向
性
を
表
明

す
る
と
発
表
し
た
。

　
前
回
の
質
問
で
町
長
は
、

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を

整
理
し
、
誘
致
が
町
民
の
幸

福
に
資
す
る
場
合
は
積
極
的

に
誘
致
に
取
組
む
と
答
弁
を

行
っ
た
。

　
現
在
、
菊
陽
町
が
積
極
的

な
誘
致
を
表
明
し
て
い
る

が
、
交
通
の
利
便
性
や
宿
泊

施
設
の
充
実
な
ど
本
町
が
最

適
地
で
あ
る
と
考
え
る
。

Q

A

県営野球場の誘致は本町が最適地である
効果と課題の双方を充分に見極めたい

田代　元気議員
たしろ　  げんき

Q

A

その他の質問
・町内体育施設の整備について
・子育て支援拠点設置に伴う周辺道路の安全対策
について

Q

A

　
　①
に
つ
い
て
は
、
中
間

駅
を
設
置
し
商
業
施
設
や
住

宅
開
発
を
呼
込
み
、
南
部
や

町
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ
る
。

　一定
の
広
が
り
を
も
つ
開
発

に
な
る
と
想
像
す
る
。

　②
に
つ
い
て
は
、農
地
の
大

区
画
化
は
今
後
の
農
業
の
持

続
的
な
発
展
に
資
す
る
可
能

性
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
が
、

地
元
農
家
や
関
係
機
関
と
の

連
携
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　③
に
つ
い
て
は
、
地
下
水

涵
養
の
低
下
を
未
然
に
防
ぐ

の
は
重
要
だ
、
浸
透
式
の
調

整
池
、
公
園
や
緑
地
と
一
体

化
し
た
整
備
を
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
町
長
は
２
０
２
４
年
の

大
津
町
ま
ち
づ
く
り
町
民
懇

談
会
で
中
間
駅
を
う
た
わ
れ

て
い
る
。

　
中
間
駅
構
想
で
は
そ
の
周

辺
に
商
業
施
設
や
住
宅
開
発

や
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
言
わ
れ
た
。

　
そ
の
地
域
が
農
家
に
と
っ

て
大
事
な
農
地
で
あ
り
、
農

家
に
寄
り
添
っ
た
対
応
策
を

問
う
。

①
利
用
面
積
は
何
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
見
込
ん
で
い
る
の
か

②
農
地
の
区
画
整
理
を
考
え

な
い
の
か

③
地
下
水
涵
養
は
ど
う
す
る

の
か

その他の質問

Q

A

アクセス鉄道中間駅建設で均衡ある発展は
中間駅を設置し商業施設や住宅開発をする

山本　富二夫議員
やまもと　　ふ  じ   お

Q

A

・地球温暖化が進む中で、白川と矢護川水系の農家は
干ばつに苦んでいる
・立野ダムによる流木等の被害に町はどう対応策を講
じるのか

Q

A

Q

その他の質問

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
追
記

す
る
形
で
、
各
小
・
中
学
校

の
建
物
や
設
備
に
応
じ
た
避

難
所
運
営
の
方
法
を
事
前
に

整
理
周
知
し
、
各
学
校
施
設

の
防
災
対
応
を
具
体
化
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。
避
難

生
活
が
長
期
化
す
る
場
合
で

も
地
域
住
民
と
連
携
し
円
滑

に
運
営
で
き
る
よ
う
取
り
組

む
。
体
育
館
に
空
調
が
な
い

現
状
も
踏
ま
え
、
教
室
な
ど

の
柔
軟
な
活
用
に
つ
い
て
も

関
係
者
で
協
議
し
、
災
害
の

規
模
や
気
象
条
件
に
応
じ
た

対
応
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
近
年
、
風
水
害
や
地
震

の
発
生
が
相
次
ぎ
、
学
校
施

設
が
避
難
所
と
な
る
際
の
備

え
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

避
難
所
に
は
複
数
の
行
政
区

か
ら
住
民
が
集
ま
り
、
教
室

利
用
や
冷
暖
房
の
確
保
な
ど

柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ

る
。
校
区
ご
と
の
防
災
計
画

の
進
捗
状
況
と
教
室
利
用
の

位
置
づ
け
に
つ
い
て
問
う
。

　
　町
は
こ
れ
ま
で
自
主
防

災
組
織
の
設
立
支
援
や
地
区

防
災
計
画
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
策
定
済
み
は

７
地
区
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
校
区
単
位
の
防
災
計
画

は
未
策
定
で
あ
る
が
、
避
難

A

各校区の防災計画は
避難所運営を具体化へ

清原　さおり議員
きよはら

・町公式ＳＮＳの情報発信拡充と利活用促進について

　
　中
央
公
園
と
高
尾
野
森

林
公
園
に
つ
い
て
の
課
題
は

認
識
し
て
い
る
。
芝
生
は
猛

暑
・
渇
水
で
作
業
制
約
が
あ

り
、
年
８
回
刈
込
や
除
草
を

計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。

今
後
は
夏
季
に
重
点
を
置
い

た
作
業
の
強
化
や
住
民
意
見

を
反
映
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
森
林
公
園
は
節
水
型
泡

洗
浄
ト
イ
レ
を
週
１
回
点

検
、
案
内
表
示
を
強
化
し
将

来
的
な
設
備
投
資
も
検
討

中
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携

し
快
適
な
公
園
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
。  

　

  

（
町
長
）

　
　
町
管
理
施
設
で
あ
る
中

央
公
園
は
芝
生
が
雑
草
だ
ら

け
で
管
理
が
行
き
届
い
て
い

な
い
。
高
尾
野
森
林
公
園
は

駐
車
場
周
辺
に
実
の
な
る
木

が
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
鳥
獣

被
害
を
招
き
や
す
い
環
境
。

不
法
投
棄
も
あ
る
。
ト
イ
レ

も
不
具
合
や
部
品
欠
損
が
放

置
さ
れ
て
お
り
、
使
い
方
が

分
か
り
に
く
い
。現
状
把
握・

評
価
・
改
善
方
法
・
今
後
の

利
用
方
法
な
ど
、
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
　

その他の質問
・水泳授業の民間委託およびスポーツの森（町総合
運動公園）へのプール建設計画について

Q

A

中央公園・高尾野森林公園の管理と今後
計画的な管理と設備投資

三宮　美香議員
さんのみや　  み  か

Q

A

令和７年度大津町まちづくり町民懇談会資料より抜粋

議
員
意
見

定
例
会
総
括      

　
　
　
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　                 

一
般
質
問
　           

　研
修
報
告
／
意
見
交
換
会
　

   

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
夢
議
会 

定
例
会
総
括      

　
　
　
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　                 

一
般
質
問
　           

　研
修
報
告
／
意
見
交
換
会
　

   

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
夢
議
会 

リブワーク藤崎台球場



1213 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

　
　野
球
場
の
誘
致
は
経
済

効
果
や
地
域
交
流
、
観
光
振

興
の
契
機
に
な
る
と
考
え

る
。　し

か
し
、
本
町
で
も
開
発

が
加
速
す
る
中
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
よ
る
財
政
負
担
や
渋

滞
の
深
刻
化
と
い
っ
た
課
題

は
解
消
で
き
て
い
な
い
。

　県
や
他
の
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
、
住
民
の
生

活
を
最
優
先
に
考
え
、
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
向
上
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
考
え
、
慎

重
に
判
断
し
た
い
。（
町
長
）

　
　
　
　
　菊
陽
町
に
移
転

が
決
ま
っ
た
場
合
、
隣
町
と

し
て
宿
泊
客
を
呼
び
込
む
な

ど
、
連
携
を
お
願
い
す
る
。

　
　
熊
本
県
は
、
リ
ブ
ワ
ー

ク
藤
崎
台
球
場
に
つ
い
て
、

移
転
再
整
備
が
妥
当
と
の
検

討
会
議
の
提
言
を
受
け
、
９

月
定
例
会
で
方
向
性
を
表
明

す
る
と
発
表
し
た
。

　
前
回
の
質
問
で
町
長
は
、

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を

整
理
し
、
誘
致
が
町
民
の
幸

福
に
資
す
る
場
合
は
積
極
的

に
誘
致
に
取
組
む
と
答
弁
を

行
っ
た
。

　
現
在
、
菊
陽
町
が
積
極
的

な
誘
致
を
表
明
し
て
い
る

が
、
交
通
の
利
便
性
や
宿
泊

施
設
の
充
実
な
ど
本
町
が
最

適
地
で
あ
る
と
考
え
る
。

Q

A

県営野球場の誘致は本町が最適地である
効果と課題の双方を充分に見極めたい

田代　元気議員
たしろ　  げんき

Q

A

その他の質問
・町内体育施設の整備について
・子育て支援拠点設置に伴う周辺道路の安全対策
について

Q

A

　
　①
に
つ
い
て
は
、
中
間

駅
を
設
置
し
商
業
施
設
や
住

宅
開
発
を
呼
込
み
、
南
部
や

町
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ
る
。

　一定
の
広
が
り
を
も
つ
開
発

に
な
る
と
想
像
す
る
。

　②
に
つ
い
て
は
、農
地
の
大

区
画
化
は
今
後
の
農
業
の
持

続
的
な
発
展
に
資
す
る
可
能

性
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
が
、

地
元
農
家
や
関
係
機
関
と
の

連
携
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　③
に
つ
い
て
は
、
地
下
水

涵
養
の
低
下
を
未
然
に
防
ぐ

の
は
重
要
だ
、
浸
透
式
の
調

整
池
、
公
園
や
緑
地
と
一
体

化
し
た
整
備
を
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
町
長
は
２
０
２
４
年
の

大
津
町
ま
ち
づ
く
り
町
民
懇

談
会
で
中
間
駅
を
う
た
わ
れ

て
い
る
。

　
中
間
駅
構
想
で
は
そ
の
周

辺
に
商
業
施
設
や
住
宅
開
発

や
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
言
わ
れ
た
。

　
そ
の
地
域
が
農
家
に
と
っ

て
大
事
な
農
地
で
あ
り
、
農

家
に
寄
り
添
っ
た
対
応
策
を

問
う
。

①
利
用
面
積
は
何
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
見
込
ん
で
い
る
の
か

②
農
地
の
区
画
整
理
を
考
え

な
い
の
か

③
地
下
水
涵
養
は
ど
う
す
る

の
か

その他の質問

Q

A

アクセス鉄道中間駅建設で均衡ある発展は
中間駅を設置し商業施設や住宅開発をする

山本　富二夫議員
やまもと　　ふ  じ   お

Q

A

・地球温暖化が進む中で、白川と矢護川水系の農家は
干ばつに苦んでいる
・立野ダムによる流木等の被害に町はどう対応策を講
じるのか

Q

A

Q

その他の質問

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
追
記

す
る
形
で
、
各
小
・
中
学
校

の
建
物
や
設
備
に
応
じ
た
避

難
所
運
営
の
方
法
を
事
前
に

整
理
周
知
し
、
各
学
校
施
設

の
防
災
対
応
を
具
体
化
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。
避
難

生
活
が
長
期
化
す
る
場
合
で

も
地
域
住
民
と
連
携
し
円
滑

に
運
営
で
き
る
よ
う
取
り
組

む
。
体
育
館
に
空
調
が
な
い

現
状
も
踏
ま
え
、
教
室
な
ど

の
柔
軟
な
活
用
に
つ
い
て
も

関
係
者
で
協
議
し
、
災
害
の

規
模
や
気
象
条
件
に
応
じ
た

対
応
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
近
年
、
風
水
害
や
地
震

の
発
生
が
相
次
ぎ
、
学
校
施

設
が
避
難
所
と
な
る
際
の
備

え
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

避
難
所
に
は
複
数
の
行
政
区

か
ら
住
民
が
集
ま
り
、
教
室

利
用
や
冷
暖
房
の
確
保
な
ど

柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ

る
。
校
区
ご
と
の
防
災
計
画

の
進
捗
状
況
と
教
室
利
用
の

位
置
づ
け
に
つ
い
て
問
う
。

　
　町
は
こ
れ
ま
で
自
主
防

災
組
織
の
設
立
支
援
や
地
区

防
災
計
画
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
策
定
済
み
は

７
地
区
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
校
区
単
位
の
防
災
計
画

は
未
策
定
で
あ
る
が
、
避
難

A

各校区の防災計画は
避難所運営を具体化へ

清原　さおり議員
きよはら

・町公式ＳＮＳの情報発信拡充と利活用促進について

　
　中
央
公
園
と
高
尾
野
森

林
公
園
に
つ
い
て
の
課
題
は

認
識
し
て
い
る
。
芝
生
は
猛

暑
・
渇
水
で
作
業
制
約
が
あ

り
、
年
８
回
刈
込
や
除
草
を

計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。

今
後
は
夏
季
に
重
点
を
置
い

た
作
業
の
強
化
や
住
民
意
見

を
反
映
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
森
林
公
園
は
節
水
型
泡

洗
浄
ト
イ
レ
を
週
１
回
点

検
、
案
内
表
示
を
強
化
し
将

来
的
な
設
備
投
資
も
検
討

中
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携

し
快
適
な
公
園
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
。  

　

  

（
町
長
）

　
　
町
管
理
施
設
で
あ
る
中

央
公
園
は
芝
生
が
雑
草
だ
ら

け
で
管
理
が
行
き
届
い
て
い

な
い
。
高
尾
野
森
林
公
園
は

駐
車
場
周
辺
に
実
の
な
る
木

が
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
鳥
獣

被
害
を
招
き
や
す
い
環
境
。

不
法
投
棄
も
あ
る
。
ト
イ
レ

も
不
具
合
や
部
品
欠
損
が
放

置
さ
れ
て
お
り
、
使
い
方
が

分
か
り
に
く
い
。現
状
把
握・

評
価
・
改
善
方
法
・
今
後
の

利
用
方
法
な
ど
、
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
　

その他の質問
・水泳授業の民間委託およびスポーツの森（町総合
運動公園）へのプール建設計画について

Q

A

中央公園・高尾野森林公園の管理と今後
計画的な管理と設備投資

三宮　美香議員
さんのみや　  み  か

Q

A

令和７年度大津町まちづくり町民懇談会資料より抜粋
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　聴
こ
え
の
衰
え
は
閉
じ

こ
も
り
や
認
知
症
リ
ス
ク
を

高
め
る
重
要
課
題
で
あ
り
、

本
町
も
補
聴
器
の
早
期
導
入

が
生
活
の
質
向
上
や
介
護
予

防
に
有
効
と
認
識
し
て
い

る
。
補
聴
器
購
入
後
の
ケ
ア

も
必
要
な
た
め
、
今
後
の
対

応
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
熱

中
症
は
生
命
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
か
ね
な
い
重
大
な
課
題

で
あ
る
。
高
齢
者
に
も
安
全

な
環
境
を
整
え
る
た
め
、
町

内
15
か
所
に
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
し
、
誰

も
が
安
全
に
避
難
で
き
る
環

境
を
整
備
し
て
い
る
。
今
後

も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
み
た
い
。

　
　
　
　（健
康
福
祉
部
長
）

　
　
高
齢
化
社
会
の
中
、
予

防
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
近
年
補
聴
器
と
エ
ア

コ
ン
の
購
入
助
成
制
度
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
補

聴
器
使
用
率
は
欧
米
よ
り

劣
っ
て
お
り
、
難
聴
を
放
置

す
る
こ
と
は
難
聴
者
の
社
会

的
孤
立
を
高
め
、
認
知
症
へ

の
リ
ス
ク
を
増
大
さ
せ
る
。

ま
た
、
近
年
の
熱
中
症
に
よ

る
救
急
搬
送
者
数
の
増
加
も

問
題
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は

高
齢
者
で
、
自
宅
で
過
ご
し

て
い
る
最
中
に
熱
中
症
を
発

症
し
て
し
ま
う
こ
と
が
非
常

に
多
い
。
高
齢
者
の
健
康
寿

命
を
伸
ば
す
た
め
に
、
補
聴

器
と
エ
ア
コ
ン
購
入
の
助
成

制
度
を
強
く
求
め
る
。

Q

高齢者向けの支援制度の充実を
補聴器とエアコン購入の助成制度は重要

岩下　啓史議員
いわした　 けい し

その他の質問
・佐賀駐屯地の陸自オスプレイ配備への
町側の危機意識と管理について

1415 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

Q

A

Q

A

Q

A

　
　本
町
と
し
て
は
、
空
港

ア
ク
セ
ス
鉄
道
の
中
間
駅
構

想
も
合
わ
せ
て
、
県
や
沿
線

自
治
体 

が
一
体
と
な
っ
て
、

熊
本
都
市
圏
に
お
け
る
鉄
道

軸
と
し
た
新
た
な
都
市
作
り

を
目
指
し
、
豊
肥
本
線
の
輸

送
力
強
化
に
向
け
た
取
り
組

み
の
方
向
性
や
必
要
な
政
策

等
に
つ
い
て 「
J
R
豊
肥
本
線

輸
送
力
強
化
促
進
協
議
会
」

に
お
い
て
協
議
を
行
い
利
用

者
の
利
便
性
の 

向
上
や
輸
送

力
、
需
要
を
見
据
え
た
方
策

と
し
て
国
の
補
助
な
ど
も
含

め
協
議
を
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。
　
　

 

　
　（町
長
）

　
　
国
策
に
よ
り
進
め
ら
れ

た
、
T
S
M
C
進
出
な
ど
に

よ
る
渋
滞
緩
和
に
向
け
て
豊

肥
本
線
の
輸
送
力
強
化
に
向

け
た
協
議
会
が
開
か
れ
、
複

線
化
な
ど
を
J
R
九
州
に
要

望
す
る
方
針
が
新
聞
な
ど
で

話
題
に
な
っ
た
。
速
達
性
の

向
上
な
ど
を
求
め
る
の
は
理

解
で
き
る
が
、
1
0
0
0
億

か
ら
2
0
0
0
億
円
程
度
か

か
る
複
線
化
の
具
体
的
な
検

討
を
い
ち
企
業
に
求
め
る
の

は
無
理
が
あ
る
。
国
費
に
よ

り
渋
滞
に
苦
し
む
町
民
が
望

む
豊
肥
本
線
複
線
化
を
国
に

要
望
す
る
べ
き
だ
。 

Q

A

公共交通の輸送力強化について 
豊肥本線の輸送力強化に向けて

山部　良二議員
やま べ　  りょうじ

その他の質問
・若者・女性支援について 
・豊かな学びの実現について ・大津駅南側の駐輪場について

　
　通
勤
車
両
の
軽
減
が
最

大
の
目
的
で
あ
り
、
利
用
者

の
速
達
性
を
重
視
し
て
設
計

し
て
い
る
た
め
、
宿
泊
施
設

を
経
由
す
る
案
に
つ
い
て

は
、
町
内
の
ホ
テ
ル
が
分
散

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
平

に
経
由
す
る
の
は
難
し
く
、

運
行
ル
ー
ト
や
乗
降
場
所
の

確
保
な
ど
、
い
く
つ
か
の
制

約
が
あ
る
の
が
実
情
、
そ
の

た
め
、
現
在
の
ル
ー
ト
に
落

ち
着
い
た
。
現
在
改
め
て
事

業
者
や
宿
泊
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
準
備
し
て
い

る
。
宿
泊
税
の
活
用
も
視
野

に
入
れ
、
宿
泊
者
の
利
便
性

が
高
ま
り
、
町
の
経
済
の
更

な
る
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
な
方
策
を
引
き
続
き
調
査

研
究
し
て
い
く
。     （
町
長
）

　
　
現
在
、
実
証
運
行
中
の

通
勤
バ
ス
の
一
部
を
町
内
の

既
存
ホ
テ
ル
や
新
規
開
業
し

た
宿
泊
施
設
を
経
由
す
る

ル
ー
ト
に
変
更
、
追
加
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。
宿
泊

者
の
町
内
回
遊
を
促
進
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
宿

泊
税
の
活
用
を
待
っ
て
い
て

も
、
い
つ
の
事
に
な
る
か
分

か
ら
な
い
。
宿
泊
施
設
内
で

の
町
の
P
R
活
動
や
、
バ
ス

利
用
者
へ
の
食
事
券
、
観
光

特
典
の
配
布
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
る
事
で
飲
食
店
や
商
店

街
と
の
連
携
も
生
ま
れ
、
地

域
経
済
の
波
及
効
果
が
生
ま

れ
る
。
後
手
後
手
に
な
ら
な

い
よ
う
な
対
策
を
す
る
べ
き

で
あ
る
。

Q

A

ホテル事業者との連携による地域活性化について
現時点では、無理

Q

A

その他の質問
・TSMC関連の進出による本町においての
  波及効果と現状について

　川　秀貢議員
にしかわ　 ひでつぐ

た
。
こ
れ
ら
の
水
路
は
農
業

用
水
の
供
給
に
と
ど
ま
ら

ず
、地
下
水
涵
養
を
通
じ
て
、

熊
本
都
市
圏
全
体
の
水
資
源

の
安
定
に
も
寄
与
す
る
重
要

な
存
在
で
あ
る
。
こ
う
し
た

水
資
源
を
守
る
た
め
、
緊
急

的
な
渇
水
対
応
と
あ
わ
せ

て
、
老
朽
化
が
進
む
農
業
用

水
路
の
計
画
的
な
補
修
を
推

進
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。

　今
後
も
、
県
や
土
地
改
良

区
と
緊
密
に
連
携
し
、
中
長

期
的
な
視
点
で
、
農
業
従
事

者
の
皆
様
が
安
心
し
て
営
農

で
き
る
環
境
を
確
保
し
て
い

く
。
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
大
津
町
で
は
日
照
り
が

続
く
な
ど
の
状
況
が
頻
発

し
、常
習
化
し
て
き
て
い
る
。

竜
門
ダ
ム
の
水
も
、
平
年
は

95
％
程
あ
る
貯
水
率
も
今
年

は
57
・
4
％
ま
で
低
下
す
る

な
ど
の
状
況
に
あ
る
。
日
照

り
が
続
け
ば
農
業
へ
の
打
撃

は
計
り
知
れ
な
い
。
こ
れ
を

少
し
で
も
緩
和
す
る
た
め
、

農
業
用
水
路
の
漏
水
を
計
画

的
に
補
修
し
、
そ
れ
を
支
援

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。　

　本
町
は
、
阿
蘇
山
系
を

水
源
と
す
る
白
川
と
そ
れ
に

連
な
る
農
業
用
水
路
網
に
よ

り
、
古
く
か
ら
稲
作
を
中
心

と
し
た
農
業
が
営
ま
れ
て
き

QA

農業用水路の補修が必要ではないか
安心して営農できる環境を確保していく

大村　裕一郎議員
おおむら　ゆういちろう

Q

A

その他の質問
・農作業中の労災について
・人口減少している地域について
・避難所の開設について

※しんぶん赤旗より抜粋

大津町　企業振興課より提供
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　聴
こ
え
の
衰
え
は
閉
じ

こ
も
り
や
認
知
症
リ
ス
ク
を

高
め
る
重
要
課
題
で
あ
り
、

本
町
も
補
聴
器
の
早
期
導
入

が
生
活
の
質
向
上
や
介
護
予

防
に
有
効
と
認
識
し
て
い

る
。
補
聴
器
購
入
後
の
ケ
ア

も
必
要
な
た
め
、
今
後
の
対

応
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
熱

中
症
は
生
命
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
か
ね
な
い
重
大
な
課
題

で
あ
る
。
高
齢
者
に
も
安
全

な
環
境
を
整
え
る
た
め
、
町

内
15
か
所
に
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
し
、
誰

も
が
安
全
に
避
難
で
き
る
環

境
を
整
備
し
て
い
る
。
今
後

も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
み
た
い
。

　
　
　
　（健
康
福
祉
部
長
）

　
　
高
齢
化
社
会
の
中
、
予

防
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
近
年
補
聴
器
と
エ
ア

コ
ン
の
購
入
助
成
制
度
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
補

聴
器
使
用
率
は
欧
米
よ
り

劣
っ
て
お
り
、
難
聴
を
放
置

す
る
こ
と
は
難
聴
者
の
社
会

的
孤
立
を
高
め
、
認
知
症
へ

の
リ
ス
ク
を
増
大
さ
せ
る
。

ま
た
、
近
年
の
熱
中
症
に
よ

る
救
急
搬
送
者
数
の
増
加
も

問
題
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は

高
齢
者
で
、
自
宅
で
過
ご
し

て
い
る
最
中
に
熱
中
症
を
発

症
し
て
し
ま
う
こ
と
が
非
常

に
多
い
。
高
齢
者
の
健
康
寿

命
を
伸
ば
す
た
め
に
、
補
聴

器
と
エ
ア
コ
ン
購
入
の
助
成

制
度
を
強
く
求
め
る
。

Q

高齢者向けの支援制度の充実を
補聴器とエアコン購入の助成制度は重要

岩下　啓史議員
いわした　 けい し
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し
て
は
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空
港

ア
ク
セ
ス
鉄
道
の
中
間
駅
構

想
も
合
わ
せ
て
、
県
や
沿
線

自
治
体 

が
一
体
と
な
っ
て
、

熊
本
都
市
圏
に
お
け
る
鉄
道

軸
と
し
た
新
た
な
都
市
作
り

を
目
指
し
、
豊
肥
本
線
の
輸

送
力
強
化
に
向
け
た
取
り
組

み
の
方
向
性
や
必
要
な
政
策

等
に
つ
い
て 「
J
R
豊
肥
本
線

輸
送
力
強
化
促
進
協
議
会
」

に
お
い
て
協
議
を
行
い
利
用

者
の
利
便
性
の 

向
上
や
輸
送

力
、
需
要
を
見
据
え
た
方
策

と
し
て
国
の
補
助
な
ど
も
含

め
協
議
を
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。
　
　

 

　
　（町
長
）

　
　
国
策
に
よ
り
進
め
ら
れ

た
、
T
S
M
C
進
出
な
ど
に

よ
る
渋
滞
緩
和
に
向
け
て
豊

肥
本
線
の
輸
送
力
強
化
に
向

け
た
協
議
会
が
開
か
れ
、
複

線
化
な
ど
を
J
R
九
州
に
要

望
す
る
方
針
が
新
聞
な
ど
で

話
題
に
な
っ
た
。
速
達
性
の

向
上
な
ど
を
求
め
る
の
は
理

解
で
き
る
が
、
1
0
0
0
億

か
ら
2
0
0
0
億
円
程
度
か

か
る
複
線
化
の
具
体
的
な
検

討
を
い
ち
企
業
に
求
め
る
の

は
無
理
が
あ
る
。
国
費
に
よ

り
渋
滞
に
苦
し
む
町
民
が
望

む
豊
肥
本
線
複
線
化
を
国
に

要
望
す
る
べ
き
だ
。 
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公共交通の輸送力強化について 
豊肥本線の輸送力強化に向けて

山部　良二議員
やま べ　  りょうじ

その他の質問
・若者・女性支援について 
・豊かな学びの実現について ・大津駅南側の駐輪場について

　
　通
勤
車
両
の
軽
減
が
最

大
の
目
的
で
あ
り
、
利
用
者

の
速
達
性
を
重
視
し
て
設
計

し
て
い
る
た
め
、
宿
泊
施
設

を
経
由
す
る
案
に
つ
い
て

は
、
町
内
の
ホ
テ
ル
が
分
散

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
平

に
経
由
す
る
の
は
難
し
く
、

運
行
ル
ー
ト
や
乗
降
場
所
の

確
保
な
ど
、
い
く
つ
か
の
制

約
が
あ
る
の
が
実
情
、
そ
の

た
め
、
現
在
の
ル
ー
ト
に
落

ち
着
い
た
。
現
在
改
め
て
事

業
者
や
宿
泊
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
準
備
し
て
い

る
。
宿
泊
税
の
活
用
も
視
野

に
入
れ
、
宿
泊
者
の
利
便
性

が
高
ま
り
、
町
の
経
済
の
更

な
る
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
な
方
策
を
引
き
続
き
調
査

研
究
し
て
い
く
。     （
町
長
）

　
　
現
在
、
実
証
運
行
中
の

通
勤
バ
ス
の
一
部
を
町
内
の

既
存
ホ
テ
ル
や
新
規
開
業
し

た
宿
泊
施
設
を
経
由
す
る

ル
ー
ト
に
変
更
、
追
加
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。
宿
泊

者
の
町
内
回
遊
を
促
進
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
宿

泊
税
の
活
用
を
待
っ
て
い
て

も
、
い
つ
の
事
に
な
る
か
分

か
ら
な
い
。
宿
泊
施
設
内
で

の
町
の
P
R
活
動
や
、
バ
ス

利
用
者
へ
の
食
事
券
、
観
光

特
典
の
配
布
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
る
事
で
飲
食
店
や
商
店

街
と
の
連
携
も
生
ま
れ
、
地

域
経
済
の
波
及
効
果
が
生
ま

れ
る
。
後
手
後
手
に
な
ら
な

い
よ
う
な
対
策
を
す
る
べ
き

で
あ
る
。

Q

A

ホテル事業者との連携による地域活性化について
現時点では、無理

Q

A

その他の質問
・TSMC関連の進出による本町においての
  波及効果と現状について

　川　秀貢議員
にしかわ　 ひでつぐ

た
。
こ
れ
ら
の
水
路
は
農
業

用
水
の
供
給
に
と
ど
ま
ら

ず
、地
下
水
涵
養
を
通
じ
て
、

熊
本
都
市
圏
全
体
の
水
資
源

の
安
定
に
も
寄
与
す
る
重
要

な
存
在
で
あ
る
。
こ
う
し
た

水
資
源
を
守
る
た
め
、
緊
急

的
な
渇
水
対
応
と
あ
わ
せ

て
、
老
朽
化
が
進
む
農
業
用

水
路
の
計
画
的
な
補
修
を
推

進
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。

　今
後
も
、
県
や
土
地
改
良

区
と
緊
密
に
連
携
し
、
中
長

期
的
な
視
点
で
、
農
業
従
事

者
の
皆
様
が
安
心
し
て
営
農

で
き
る
環
境
を
確
保
し
て
い

く
。
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
大
津
町
で
は
日
照
り
が

続
く
な
ど
の
状
況
が
頻
発

し
、常
習
化
し
て
き
て
い
る
。

竜
門
ダ
ム
の
水
も
、
平
年
は

95
％
程
あ
る
貯
水
率
も
今
年

は
57
・
4
％
ま
で
低
下
す
る

な
ど
の
状
況
に
あ
る
。
日
照

り
が
続
け
ば
農
業
へ
の
打
撃

は
計
り
知
れ
な
い
。
こ
れ
を

少
し
で
も
緩
和
す
る
た
め
、

農
業
用
水
路
の
漏
水
を
計
画

的
に
補
修
し
、
そ
れ
を
支
援

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。　

　本
町
は
、
阿
蘇
山
系
を

水
源
と
す
る
白
川
と
そ
れ
に

連
な
る
農
業
用
水
路
網
に
よ

り
、
古
く
か
ら
稲
作
を
中
心

と
し
た
農
業
が
営
ま
れ
て
き

QA

農業用水路の補修が必要ではないか
安心して営農できる環境を確保していく

大村　裕一郎議員
おおむら　ゆういちろう

Q

A

その他の質問
・農作業中の労災について
・人口減少している地域について
・避難所の開設について

※しんぶん赤旗より抜粋

大津町　企業振興課より提供

定
例
会
総
括      

　
　
　
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　                 

一
般
質
問
　           

　研
修
報
告
／
意
見
交
換
会
　

   

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
夢
議
会 

定
例
会
総
括      

　
　
　
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　                 

一
般
質
問
　           

　研
修
報
告
／
意
見
交
換
会
　

   

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
夢
議
会 
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る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重

要
。
そ
の
た
め
に
、
ア
ク
セ

ス
鉄
道
の
み
の
説
明
会
を
行

い
、
町
民
に
丁
寧
な
説
明
と

協
力
を
お
願
い
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
前
町
長
時
代
か
ら
県
や

J
R
へ
意
見
を
届
け
て
き
た
。

農
地
や
騒
音
な
ど
生
活
環
境

へ
の
影
響
に
も
配
慮
を
求
め

て
い
る
。
秋
の
町
民
懇
談
会

で
、
知
り
得
る
こ
と
を
伝
え

て
い
く
。
　

      

　（町
長
）

　
　
県
主
導
で
進
め
ら
れ
る

空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
に
つ
い

て
、
沿
線
住
民
か
ら
は
農
地

へ
の
影
響
や
騒
音
、
長
期
工

事
へ
の
不
安
の
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
町
が
県
任

せ
に
せ
ず
主
体
的
に
姿
勢
を

示
し
、
町
民
の
声
を
直
接
聞

く
場
を
設
け
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
鉄
道
は
町

の
将
来
を
左
右
す
る
大
き
な

事
業
で
あ
り
、
町
と
し
て
の

立
場
と
責
任
を
明
確
に
し
、

町
民
が
納
得
し
て
協
力
で
き

A

空港アクセス鉄道の進め方について
 説明会の予定はなし、情報共有にとどまる

中山　直之議員
なかやま　 なおゆき

Q

A

Q

学生寮として使用する旨の目的外使用の計画を国に提出して協議を重ねたところ、７月に承認が下りた
ため、今後、学生向けに説明を行う予定。

寮として公営住宅の貸出を
学生寮の確保への支援策としてあけぼの団地の
空室を提供できないか。

令和6年11月、東海大学農学部生らを対象にあ
けぼの団地の入居ニーズ調査を実施した結果、
条件付きも含め20名が入居を希望。現在、学生
の要望に応じた条件整理を行い、国に目的外使
用の計画案を提出して協議・回答待ちの状況。

質問

答弁

⬇

過去の一般質問や委員会審査で議員
が行った町への提案が、実際にどの
ように町政に反映されているのかを
追跡調査してお知らせします。

？？？あの質問の行方どうなった

その他の質問
・町有施設の利活用と住民活動への支援について

R6年3月定例議会一般質問

最新の進捗状況（令和７年９月１日現在）

対策済み

あけぼの団地

　令
和
７
年
８
月
19
日
、
新
潟
県
刈
羽
村
議
会

会
派
清
政
会
が
、
半
導
体
工
業
進
出
に
伴
う
周

辺
自
治
体
の
状
況
を
視
察
す
る
た
め
来
庁
さ
れ

ま
し
た
。

　最
初
に
、
大
津
町
の
状
況
を
説
明
し
、「
半

導
体
工
場
進
出
と
地
域
へ
の
影
響
」「
教
育
・

保
育
体
制
の
充
実
に
向
け
て
」「
農
業
と
ま
ち

づ
く
り
の
バ
ラ
ン
ス
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
の
な
り
手
不
足
対

策
な
ど
の
質
問
も
あ
り
多
く
の
学
び
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
他
の
市
町
村
議
会
と
の
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
大
津
町
の
ま
ち
づ
く

り
に
活
用
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

１. 取材記事を広報誌に追加するための手法やメリット
２. 広報記事を動画で配信するメリットとその手法
３. 議会活性化と連動した広報誌づくり

研修テーマ

研修テーマ
１.半導体産業集積強化に向けた熊本県の取り
　 組みについて
２.菊池地域の渋滞対策について

　令
和
７
年
８
月
28
日
に
渋
谷
公
会
堂

に
て
大
津
町
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員

会
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　研
修
で
は
、「
次
号
以
降
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
を
取
り
入
れ
て
み
る
」
を

ゴ
ー
ル
と
設
定
し
た
上
で
、①
題
材
を
選

ぶ
、②
取
材
目
的
を
明
確
に
す
る
、③
レ

イ
ア
ウ
ト
と
文
字
数
の
確
認
、④
目
的
に

合
致
し
た
質
問
を
準
備
、⑤
当
日
取
材
を

す
る
、⑥
書
く
の
６
つ
の
フ
ロ
ー
を
細
か

く
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
大
刀
洗
議
会
の
広
報
委
員
長

の
講
演
も
あ
り
、
そ
の
中
で
例
を
挙
げ

て
の
要
約
の
手
法
や
編
集
の
流
れ
、
特

に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
非
常
に
過
密
に
組

ま
れ
て
お
り
、
本
町
の
広
報
委
員
会
に

お
い
て
も
実
践
し
て
み
よ
う
と
考
え
ま

す
。　そ

し
て
、
他
に
も
記
事
を
書
く
上
で

撮
影
の
手
法
な
ど
も
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　今
回
の
行
政
視
察
を
活
か
し
、
新
た

な
こ
と
に
も
取
り
組
み
な
が
ら
さ
ら
に

議
会
の
情
報
発
信
の
精
度
を
高
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　８
月
７
日
（
木
）
、
菊
陽
町
の
日
台

会
館
で
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　研
修
１
で
は
、
１
９
６
７
年
の
三
菱

電
機
熊
本
工
場
進
出
以
降
、
熊
本
が

「
シ
リ
コ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
九
州
」
を
牽

引
し
て
き
た
歴
史
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
後
は
関
連
企
業
の

投
資
が
加
速
し
、
地
域
経
済
へ
の
波
及

効
果
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
地
下
水

保
全
、
交
通
渋
滞
、
農
業
と
の
両
立
、

人
材
育
成
な
ど
の
課
題
に
も
対
応
が
必

要
と
さ
れ
ま
し
た
。

　研
修
２
で
は
「
熊
本
県
新
広
域
道
路

交
通
計
画
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

中
九
州
横
断
道
路
の
整
備
や
渋
滞
解
消

へ
の
取
組
を
学
び
ま
し
た
。
今
後
、
セ

ミ
コ
ン
周
辺
で
短
期
工
事
も
予
定
さ
れ

広報編集特別委員会
研修報告

菊池地域市町議会議員
研修会レポート

て
お
り
、
当
町
で
も
影
響
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
公
共
交
通
利
用
促
進
や
交
通
分
散
な

ど
、
ソ
フ
ト
面
で
の
取
組
を
進
め
た
い
と
感
じ

ま
し
た
。

新潟県刈羽村議会から行政視察新潟県刈羽村議会から行政視察

定
例
会
総
括      

　
　
　
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　                 

一
般
質
問
　           

　研
修
報
告
／
意
見
交
換
会
　

   

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
夢
議
会 

定
例
会
総
括      

　
　
　
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　                 

一
般
質
問
　           

　研
修
報
告
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見
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換
会
　

   

ジ
ュ
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リ
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ダ
ー
夢
議
会 

た
ち
あ
ら
い

かりわ



1617

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重

要
。
そ
の
た
め
に
、
ア
ク
セ

ス
鉄
道
の
み
の
説
明
会
を
行

い
、
町
民
に
丁
寧
な
説
明
と

協
力
を
お
願
い
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
前
町
長
時
代
か
ら
県
や

J
R
へ
意
見
を
届
け
て
き
た
。

農
地
や
騒
音
な
ど
生
活
環
境

へ
の
影
響
に
も
配
慮
を
求
め

て
い
る
。
秋
の
町
民
懇
談
会

で
、
知
り
得
る
こ
と
を
伝
え

て
い
く
。
　

      

　（町
長
）

　
　
県
主
導
で
進
め
ら
れ
る

空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
に
つ
い

て
、
沿
線
住
民
か
ら
は
農
地

へ
の
影
響
や
騒
音
、
長
期
工

事
へ
の
不
安
の
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
町
が
県
任

せ
に
せ
ず
主
体
的
に
姿
勢
を

示
し
、
町
民
の
声
を
直
接
聞

く
場
を
設
け
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
鉄
道
は
町

の
将
来
を
左
右
す
る
大
き
な

事
業
で
あ
り
、
町
と
し
て
の

立
場
と
責
任
を
明
確
に
し
、

町
民
が
納
得
し
て
協
力
で
き

A

空港アクセス鉄道の進め方について
 説明会の予定はなし、情報共有にとどまる

中山　直之議員
なかやま　 なおゆき

Q

A

Q

学生寮として使用する旨の目的外使用の計画を国に提出して協議を重ねたところ、７月に承認が下りた
ため、今後、学生向けに説明を行う予定。

寮として公営住宅の貸出を
学生寮の確保への支援策としてあけぼの団地の
空室を提供できないか。

令和6年11月、東海大学農学部生らを対象にあ
けぼの団地の入居ニーズ調査を実施した結果、
条件付きも含め20名が入居を希望。現在、学生
の要望に応じた条件整理を行い、国に目的外使
用の計画案を提出して協議・回答待ちの状況。

質問

答弁

⬇

過去の一般質問や委員会審査で議員
が行った町への提案が、実際にどの
ように町政に反映されているのかを
追跡調査してお知らせします。

？？？あの質問の行方どうなった

その他の質問
・町有施設の利活用と住民活動への支援について

R6年3月定例議会一般質問

最新の進捗状況（令和７年９月１日現在）

対策済み

あけぼの団地

　令
和
７
年
８
月
19
日
、
新
潟
県
刈
羽
村
議
会

会
派
清
政
会
が
、
半
導
体
工
業
進
出
に
伴
う
周

辺
自
治
体
の
状
況
を
視
察
す
る
た
め
来
庁
さ
れ

ま
し
た
。

　最
初
に
、
大
津
町
の
状
況
を
説
明
し
、「
半

導
体
工
場
進
出
と
地
域
へ
の
影
響
」「
教
育
・

保
育
体
制
の
充
実
に
向
け
て
」「
農
業
と
ま
ち

づ
く
り
の
バ
ラ
ン
ス
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
の
な
り
手
不
足
対

策
な
ど
の
質
問
も
あ
り
多
く
の
学
び
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
他
の
市
町
村
議
会
と
の
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
大
津
町
の
ま
ち
づ
く

り
に
活
用
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

１. 取材記事を広報誌に追加するための手法やメリット
２. 広報記事を動画で配信するメリットとその手法
３. 議会活性化と連動した広報誌づくり

研修テーマ

研修テーマ
１.半導体産業集積強化に向けた熊本県の取り
　 組みについて
２.菊池地域の渋滞対策について

　令
和
７
年
８
月
28
日
に
渋
谷
公
会
堂

に
て
大
津
町
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員

会
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　研
修
で
は
、「
次
号
以
降
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
を
取
り
入
れ
て
み
る
」
を

ゴ
ー
ル
と
設
定
し
た
上
で
、①
題
材
を
選

ぶ
、②
取
材
目
的
を
明
確
に
す
る
、③
レ

イ
ア
ウ
ト
と
文
字
数
の
確
認
、④
目
的
に

合
致
し
た
質
問
を
準
備
、⑤
当
日
取
材
を

す
る
、⑥
書
く
の
６
つ
の
フ
ロ
ー
を
細
か

く
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
大
刀
洗
議
会
の
広
報
委
員
長

の
講
演
も
あ
り
、
そ
の
中
で
例
を
挙
げ

て
の
要
約
の
手
法
や
編
集
の
流
れ
、
特

に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
非
常
に
過
密
に
組

ま
れ
て
お
り
、
本
町
の
広
報
委
員
会
に

お
い
て
も
実
践
し
て
み
よ
う
と
考
え
ま

す
。　そ

し
て
、
他
に
も
記
事
を
書
く
上
で

撮
影
の
手
法
な
ど
も
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　今
回
の
行
政
視
察
を
活
か
し
、
新
た

な
こ
と
に
も
取
り
組
み
な
が
ら
さ
ら
に

議
会
の
情
報
発
信
の
精
度
を
高
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　８
月
７
日
（
木
）
、
菊
陽
町
の
日
台

会
館
で
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　研
修
１
で
は
、
１
９
６
７
年
の
三
菱

電
機
熊
本
工
場
進
出
以
降
、
熊
本
が

「
シ
リ
コ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
九
州
」
を
牽

引
し
て
き
た
歴
史
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
後
は
関
連
企
業
の

投
資
が
加
速
し
、
地
域
経
済
へ
の
波
及

効
果
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
地
下
水

保
全
、
交
通
渋
滞
、
農
業
と
の
両
立
、

人
材
育
成
な
ど
の
課
題
に
も
対
応
が
必

要
と
さ
れ
ま
し
た
。

　研
修
２
で
は
「
熊
本
県
新
広
域
道
路

交
通
計
画
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

中
九
州
横
断
道
路
の
整
備
や
渋
滞
解
消

へ
の
取
組
を
学
び
ま
し
た
。
今
後
、
セ

ミ
コ
ン
周
辺
で
短
期
工
事
も
予
定
さ
れ

広報編集特別委員会
研修報告

菊池地域市町議会議員
研修会レポート

て
お
り
、
当
町
で
も
影
響
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
公
共
交
通
利
用
促
進
や
交
通
分
散
な

ど
、
ソ
フ
ト
面
で
の
取
組
を
進
め
た
い
と
感
じ

ま
し
た
。

新潟県刈羽村議会から行政視察新潟県刈羽村議会から行政視察

定
例
会
総
括      

　
　
　
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　                 

一
般
質
問
　           

　研
修
報
告
／
意
見
交
換
会
　

   

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
夢
議
会 

定
例
会
総
括      

　
　
　
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　                 

一
般
質
問
　           

　研
修
報
告
／
意
見
交
換
会
　

   

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
夢
議
会 

た
ち
あ
ら
い

かりわ
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大
津
中
央
公
園
の
利
用
の
し
づ
ら
さ
に
つ
い
て
全
校
生
徒

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
。

1
　駐
輪
場
が
分
か
り
づ
ら
く
芝
生
へ
の
駐
輪
が
目
立
つ

の
で
、
公
園
の
南
側
へ
駐
輪
場
の
増
設
を
提
案
す
る
。

2
　利
用
上
の
ル
ー
ル
が
明
確
で
な
い
。
利
用
案
内
を
広

報
や
公
式
L
I
N
E
な
ど
を
活
用
し
発
信
し
て
は
ど
う

か
。

１
　
大
変
的
確
な
指
摘
で
あ
る
。

　
　
よ
り
分
か
り
や
す
い
案
内
表
示
の
工
夫
、
利
用
し
や

す
い
場
所
へ
の
駐
輪
場
の
設
置
や
動
線
の
見
直
し
な
ど

検
討
を
進
め
る
。

２
　
ル
ー
ル
を
正
し
く
、
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。
案
内
の
見
直
し
を
進
め
る
。

　
「
中
学
生
が
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て
発
信
す
る
」
と
い
う

ア
イ
デ
ア
は
前
向
き
で
魅
力
あ
る
も
の
で
あ
る
。
誰
も

が
安
心
し
て
使
え
る
公
園
に
近
づ
け
る
よ
う
今
回
の
提

案
を
生
か
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
自
転
車
へ
の
見
や
す
い
表
示
に

つ
い
て
、看
板
し
か
考
え
て
い
な

か
っ
た
が
、地
面
の
表
示
が
あ
る

と
わ
か
り
や
す
い
と
思
っ
た
。

　
情
報
の
伝
え
方
に
つ
い
て
も
話

し
合
い
を
重
ね
て
ポ
ス
タ
ー
を
考

え
て
い
け
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
意
見
が
ま
ち
づ
く
り
に

反
映
さ
れ
、た
く
さ
ん
の
人
が
楽

し
く
公
園
利
用
が
で
き
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。

大
津
中
央
公
園
に
つ
い
て

大
津
中
学
校

大
津
支
援
学
校

質 問答 弁

感 想

支
援
学
校
の
生
徒
の
中
で
、
電
車
や
バ
ス
な
ど
自
力
で
通

学
し
た
生
徒
か
ら
の
意
見
を
基
に
以
下
を
提
案
す
る
。

1
　肥
後
大
津
駅
に
冷
水
機
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

2
　肥
後
大
津
駅
で
外
国
人
に
話
し
か
け
ら
れ
困
っ
た
経

験
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
型
翻
訳
機
の
設

置
。

１
　
駅
南
口
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
大
津
町
の
所
有

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
10
月
に
マ
イ
ボ
ト
ル
対
応
の
給
水

機
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
北
口
の
駅
施
設
は
J
R

九
州
の
所
有
で
あ
る
た
め
J
R
側
と
協
議
を
進
め
て
い

き
た
い
。

２
　
駅
南
口
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア
プ
リ
を

使
っ
て
の
多
言
語
対
応
や
、
観
光
・
交
通
案
内
を
行
っ

て
い
る
が
、
案
内
所
の
存
在
が
十
分
に
周
知
さ
れ
て
い

な
い
と
気
付
か
さ
れ
た
。
翻
訳
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
の

導
入
も
含
め
て
今
後
の
駅
整
備
の
中
で
検
討
を
進
め

る
。

　
冷
水
機
は
設
置
予
定
で
あ
る

と
聞
き
、駅
で
水
分
補
給
が
で
き

る
の
は
助
か
り
ま
す
。熱
中
症
の

予
防
に
も
繋
が
り
、駅
利
用
者
に

も
安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く
り

に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。冷
水
機

の
設
置
が
実
現
す
る
こ
と
は
誰

も
が
安
心
し
て
駅
を
使
え
る
町

づ
く
り
に
貢
献
で
き
た
と
思
い

嬉
し
く
感
じ
ま
す
。   

肥
後
大
津
駅
の
利
便
性

質 問答 弁

感 想

大
津
町
に
足
り
な
い
も
の
や
必
要
な
も
の

1
　地
域
住
民
が
「
集
う
」
「
繋
が
る
」
施
設
や
空
間
を

作
る
。
例
え
ば
肥
後
大
津
駅
周
辺
に
も
映
画
館
の
よ
う

な
娯
楽
施
設
が
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
公
共
性

の
あ
る
施
設
。

2
　シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
サ
ー
ビ
ス
「
チ
ャ
リ
チ
ャ
リ
」
の

導
入
。

　
　肥
後
大
津
駅
を
起
点
と
し
て
様
々
な
地
域
へ
人
の
動

き
や
賑
わ
い
が
広
が
る
エ
リ
ア
づ
く
り
を
進
め
る
。

１
　
「
人
が
集
ま
り
、
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
」

は
町
と
し
て
も
必
要
だ
と
考
え
る
。
た
だ
し
店
舗
の
建

設
や
運
営
は
民
間
会
社
な
の
で
、
利
益
が
見
込
め
な
い

と
出
店
い
た
だ
け
な
い
。
大
津
町
に
出
店
し
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

２
　
以
前
、
チ
ャ
リ
チ
ャ
リ
の
運
営
会
社
に
導
入
の
相
談

を
行
っ
た
が
民
間
企
業
は
一
定
の
利
益
や
売
り
上
げ
が

見
込
め
な
い
限
り
進
出
は
難
し
い
た
め
、
大
津
町
は

サ
ー
ビ
ス
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　

　
T
S
M
C
進
出
に
よ
り
、大
津

町
周
辺
の
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
て
い

る
。よ
り
生
活
に
身
近
で
日
常
的

に
利
用
で
き
る
施
設
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
チ
ャ
リ
チ
ャ
リ
の
導
入
も
、既
に

検
討
さ
れ
た
と
知
り
嬉
し
く
思

い
ま
す
。今
後
、大
津
町
の
賑
わ
い

が
広
が
り
よ
り
活
気
あ
る
町
へ
と

成
長
し
て
行
け
ば
導
入
が
見
込

め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
津
町
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
つ
い
て

質 問答 弁

感 想

空
き
家
の
増
加
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
よ
り
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
新
た
な
ア
イ
デ
ア
が
必
要

で
は
な
い
か
。

1
　中
高
生
な
ど
の
若
者
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
「
白
川
流
域
か
ん
が
い
用
水
群
」
の
一
部
で
あ
る

上
井
手
用
水
で
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験
や
銅
銭
糖
づ
く

り
体
験
。

2
　海
外
か
ら
の
移
住
者
も
含
め
た
住
居
提
供
。

3
　集
会
所
と
し
て
町
民
交
流
の
場
と
す
る
。

１
・
２

　
　
町
が
全
て
の
空
き
家
に
対
応
す
る
の
は
人
手
や
予
算

の
面
で
難
し
い
。
地
域
や
民
間
会
社
な
ど
の
力
を
借
り

て
政
策
を
進
め
て
い
る
。
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
「
創
業

支
援
制
度
」
な
ど
活
用
で
き
る
。

３
　
自
然
体
験
や
文
化
体
験
を
組
み
合
わ
せ
た
観
光
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
「
か
ら
い
も
の
里
」
の
よ
う
な
交
流
の
場
と

し
て
生
か
す
な
ど
魅
力
的
な
提
案
だ
と
考
え
る
。

　
T
S
M
C
進
出
に
よ
り
町
の

状
況
が
変
化
し
て
い
る
が
、過
疎

化
が
進
ん
だ
際
に
は
一
気
に
空
き

家
が
増
す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
早

め
の
対
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。予
算
も
必
要
に
な
る
場
合
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
ディン
グ
な
ど
も

柔
軟
に
取
り
入
れ
る
こ
と
も
必

要
だ
と
考
え
ま
す
。自
分
も
知
識

を
身
に
着
け
課
題
解
決
で
き
る

人
材
に
な
り
た
い
。

空
き
家
の
新
た
な
活
用
方
法
に
つ
い
て

質 問答 弁

感 想

1
　交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
呼
び
か
け
や
道
路
イ
ン
フ
ラ
整

備
な
ど
多
角
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
。
町
の
認
識
と
将

来
的
な
展
望
を
問
う
。

2
　「
大
津
ま
ち
な
か
バ
ス
の
今
後
の
活
用
方
法
」
に
つ

い
て
①
バ
ス
の
本
数
を
増
や
す
考
え
は
な
い
か
。
②
バ

ス
の
運
行
エ
リ
ア
を
隣
町
と
繋
げ
て
運
行
す
る
考
え
は

な
い
か
。

１
　
ご
指
摘
の
課
題
に
、
町
で
は
「
す
ぐ
に
取
り
組
め
る

対
策
（
ソ
フ
ト
面
）
」
と
「
時
間
は
か
か
る
が
根
本
的

な
改
善
に
つ
な
が
る
対
策
（
ハ
ー
ド
面
）
」
の
両
方
か

ら
進
め
て
い
る
。
複
数
の
取
り
組
み
を
組
み
合
わ
せ
、

単
な
る
一
時
的
な
渋
滞
解
消
で
は
な
く
「
持
続
可
能
で

安
全
な
交
通
環
境
」
づ
く
り
に
努
め
る
。

２
　
ま
ち
な
か
バ
ス
は
便
数
や
ル
ー
ト
を
増
や
し
利
便
性

を
高
め
て
き
た
が
、
運
転
手
不
足
や
車
両
確
保
の
難
し

さ
が
あ
る
。
駅
周
辺
を
中
心
と
し
た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

を
進
め
持
続
可
能
な
運
行
を
実
現
で
き
る
よ
う
運
行
業

者
と
協
議
を
続
け
る
。

　
新
た
に
道
路
を
つ
く
っ
た
り
拡

張
す
る
の
は
時
間
が
か
か
り
す

ぎ
る
の
で
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
や
カ
ラ
ー
塗
装
な
ど
で
視
覚

的
に
交
通
意
識
を
高
め
る
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
ま
ち
な
か
バ
ス
を
知
ら
な
い
町

民
も
い
る
と
思
う
の
で
、需
要
拡

大
に
向
け
積
極
的
な
バ
ス
の
利

用
や
広
報
活
動
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

大
津
町
の
交
通
状
況
改
善
の
た
め
の
展
望
の
確
認

交
通
渋
滞
解
消
お
よ
び
町
民
の
移
動
手
段
拡
大
へ
の
提
言

質 問答 弁

感 想

翔
陽
高
等
学
校

大
津
北
中
学
校

大
津
高
等
学
校

安部  謙吾 議員 阿津坂  勇気 議員

糸永  心紬 議員 渡辺  実咲 議員

山部  　翔 議員 濵田  朱李 議員

中津  凰雅 議員 岸田  依大 議員

一瀬  琥珀 議員 赤星  瑠來 議員

　8
月
6
日
（
水
）
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
夢

（
J
L
D
）
議
会
が
開
催
さ
れ
、
大
津
町
内
の

2
つ
の
中
学
校
と
3
つ
の
県
立
学
校
か
ら
10
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　質
問
は
町
で
生
活
・
通
学
す
る
中
で
感
じ
た

課
題
を
、
町
の
計
画
な
ど
に
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
、
若
者
視
点
で
問
題
を
と
ら
え
、
解
決
す

る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

よ
く
考
え
ら
れ
て
い
る
内
容
で
し
た
。

ジュニアリーダー夢議会ジュニアリーダー夢議会 を開催
定
例
会
総
括      

　
　
　
　 委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　                 

一
般
質
問
　           

　研
修
報
告
／
意
見
交
換
会
　

   

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
夢
議
会 

定
例
会
総
括      

　
　
　
　 委
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大
津
中
央
公
園
の
利
用
の
し
づ
ら
さ
に
つ
い
て
全
校
生
徒

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
。

1
　駐
輪
場
が
分
か
り
づ
ら
く
芝
生
へ
の
駐
輪
が
目
立
つ

の
で
、
公
園
の
南
側
へ
駐
輪
場
の
増
設
を
提
案
す
る
。

2
　利
用
上
の
ル
ー
ル
が
明
確
で
な
い
。
利
用
案
内
を
広

報
や
公
式
L
I
N
E
な
ど
を
活
用
し
発
信
し
て
は
ど
う

か
。

１
　
大
変
的
確
な
指
摘
で
あ
る
。

　
　
よ
り
分
か
り
や
す
い
案
内
表
示
の
工
夫
、
利
用
し
や

す
い
場
所
へ
の
駐
輪
場
の
設
置
や
動
線
の
見
直
し
な
ど

検
討
を
進
め
る
。

２
　
ル
ー
ル
を
正
し
く
、
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。
案
内
の
見
直
し
を
進
め
る
。

　
「
中
学
生
が
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て
発
信
す
る
」
と
い
う

ア
イ
デ
ア
は
前
向
き
で
魅
力
あ
る
も
の
で
あ
る
。
誰
も

が
安
心
し
て
使
え
る
公
園
に
近
づ
け
る
よ
う
今
回
の
提

案
を
生
か
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
自
転
車
へ
の
見
や
す
い
表
示
に

つ
い
て
、看
板
し
か
考
え
て
い
な

か
っ
た
が
、地
面
の
表
示
が
あ
る

と
わ
か
り
や
す
い
と
思
っ
た
。

　
情
報
の
伝
え
方
に
つ
い
て
も
話

し
合
い
を
重
ね
て
ポ
ス
タ
ー
を
考

え
て
い
け
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
意
見
が
ま
ち
づ
く
り
に

反
映
さ
れ
、た
く
さ
ん
の
人
が
楽

し
く
公
園
利
用
が
で
き
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。

大
津
中
央
公
園
に
つ
い
て

大
津
中
学
校

大
津
支
援
学
校

質 問答 弁

感 想

支
援
学
校
の
生
徒
の
中
で
、
電
車
や
バ
ス
な
ど
自
力
で
通

学
し
た
生
徒
か
ら
の
意
見
を
基
に
以
下
を
提
案
す
る
。

1
　肥
後
大
津
駅
に
冷
水
機
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

2
　肥
後
大
津
駅
で
外
国
人
に
話
し
か
け
ら
れ
困
っ
た
経

験
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
型
翻
訳
機
の
設

置
。

１
　
駅
南
口
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
大
津
町
の
所
有

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
10
月
に
マ
イ
ボ
ト
ル
対
応
の
給
水

機
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
北
口
の
駅
施
設
は
J
R

九
州
の
所
有
で
あ
る
た
め
J
R
側
と
協
議
を
進
め
て
い

き
た
い
。

２
　
駅
南
口
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア
プ
リ
を

使
っ
て
の
多
言
語
対
応
や
、
観
光
・
交
通
案
内
を
行
っ

て
い
る
が
、
案
内
所
の
存
在
が
十
分
に
周
知
さ
れ
て
い

な
い
と
気
付
か
さ
れ
た
。
翻
訳
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
の

導
入
も
含
め
て
今
後
の
駅
整
備
の
中
で
検
討
を
進
め

る
。

　
冷
水
機
は
設
置
予
定
で
あ
る

と
聞
き
、駅
で
水
分
補
給
が
で
き

る
の
は
助
か
り
ま
す
。熱
中
症
の

予
防
に
も
繋
が
り
、駅
利
用
者
に

も
安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く
り

に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。冷
水
機

の
設
置
が
実
現
す
る
こ
と
は
誰

も
が
安
心
し
て
駅
を
使
え
る
町

づ
く
り
に
貢
献
で
き
た
と
思
い

嬉
し
く
感
じ
ま
す
。   

肥
後
大
津
駅
の
利
便
性

質 問答 弁

感 想

大
津
町
に
足
り
な
い
も
の
や
必
要
な
も
の

1
　地
域
住
民
が
「
集
う
」
「
繋
が
る
」
施
設
や
空
間
を

作
る
。
例
え
ば
肥
後
大
津
駅
周
辺
に
も
映
画
館
の
よ
う

な
娯
楽
施
設
が
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
公
共
性

の
あ
る
施
設
。

2
　シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
サ
ー
ビ
ス
「
チ
ャ
リ
チ
ャ
リ
」
の

導
入
。

　
　肥
後
大
津
駅
を
起
点
と
し
て
様
々
な
地
域
へ
人
の
動

き
や
賑
わ
い
が
広
が
る
エ
リ
ア
づ
く
り
を
進
め
る
。

１
　
「
人
が
集
ま
り
、
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
」

は
町
と
し
て
も
必
要
だ
と
考
え
る
。
た
だ
し
店
舗
の
建

設
や
運
営
は
民
間
会
社
な
の
で
、
利
益
が
見
込
め
な
い

と
出
店
い
た
だ
け
な
い
。
大
津
町
に
出
店
し
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

２
　
以
前
、
チ
ャ
リ
チ
ャ
リ
の
運
営
会
社
に
導
入
の
相
談

を
行
っ
た
が
民
間
企
業
は
一
定
の
利
益
や
売
り
上
げ
が

見
込
め
な
い
限
り
進
出
は
難
し
い
た
め
、
大
津
町
は

サ
ー
ビ
ス
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　

　
T
S
M
C
進
出
に
よ
り
、大
津

町
周
辺
の
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
て
い

る
。よ
り
生
活
に
身
近
で
日
常
的

に
利
用
で
き
る
施
設
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
チ
ャ
リ
チ
ャ
リ
の
導
入
も
、既
に

検
討
さ
れ
た
と
知
り
嬉
し
く
思

い
ま
す
。今
後
、大
津
町
の
賑
わ
い

が
広
が
り
よ
り
活
気
あ
る
町
へ
と

成
長
し
て
行
け
ば
導
入
が
見
込

め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
津
町
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
つ
い
て

質 問答 弁

感 想

空
き
家
の
増
加
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
よ
り
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
新
た
な
ア
イ
デ
ア
が
必
要

で
は
な
い
か
。

1
　中
高
生
な
ど
の
若
者
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
「
白
川
流
域
か
ん
が
い
用
水
群
」
の
一
部
で
あ
る

上
井
手
用
水
で
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験
や
銅
銭
糖
づ
く

り
体
験
。

2
　海
外
か
ら
の
移
住
者
も
含
め
た
住
居
提
供
。

3
　集
会
所
と
し
て
町
民
交
流
の
場
と
す
る
。

１
・
２

　
　
町
が
全
て
の
空
き
家
に
対
応
す
る
の
は
人
手
や
予
算

の
面
で
難
し
い
。
地
域
や
民
間
会
社
な
ど
の
力
を
借
り

て
政
策
を
進
め
て
い
る
。
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
「
創
業

支
援
制
度
」
な
ど
活
用
で
き
る
。

３
　
自
然
体
験
や
文
化
体
験
を
組
み
合
わ
せ
た
観
光
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
「
か
ら
い
も
の
里
」
の
よ
う
な
交
流
の
場
と

し
て
生
か
す
な
ど
魅
力
的
な
提
案
だ
と
考
え
る
。

　
T
S
M
C
進
出
に
よ
り
町
の

状
況
が
変
化
し
て
い
る
が
、過
疎

化
が
進
ん
だ
際
に
は
一
気
に
空
き

家
が
増
す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
早

め
の
対
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。予
算
も
必
要
に
な
る
場
合
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
ディン
グ
な
ど
も

柔
軟
に
取
り
入
れ
る
こ
と
も
必

要
だ
と
考
え
ま
す
。自
分
も
知
識

を
身
に
着
け
課
題
解
決
で
き
る

人
材
に
な
り
た
い
。

空
き
家
の
新
た
な
活
用
方
法
に
つ
い
て

質 問答 弁

感 想

1
　交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
呼
び
か
け
や
道
路
イ
ン
フ
ラ
整

備
な
ど
多
角
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
。
町
の
認
識
と
将

来
的
な
展
望
を
問
う
。

2
　「
大
津
ま
ち
な
か
バ
ス
の
今
後
の
活
用
方
法
」
に
つ

い
て
①
バ
ス
の
本
数
を
増
や
す
考
え
は
な
い
か
。
②
バ

ス
の
運
行
エ
リ
ア
を
隣
町
と
繋
げ
て
運
行
す
る
考
え
は

な
い
か
。

１
　
ご
指
摘
の
課
題
に
、
町
で
は
「
す
ぐ
に
取
り
組
め
る

対
策
（
ソ
フ
ト
面
）
」
と
「
時
間
は
か
か
る
が
根
本
的

な
改
善
に
つ
な
が
る
対
策
（
ハ
ー
ド
面
）
」
の
両
方
か

ら
進
め
て
い
る
。
複
数
の
取
り
組
み
を
組
み
合
わ
せ
、

単
な
る
一
時
的
な
渋
滞
解
消
で
は
な
く
「
持
続
可
能
で

安
全
な
交
通
環
境
」
づ
く
り
に
努
め
る
。

２
　
ま
ち
な
か
バ
ス
は
便
数
や
ル
ー
ト
を
増
や
し
利
便
性

を
高
め
て
き
た
が
、
運
転
手
不
足
や
車
両
確
保
の
難
し

さ
が
あ
る
。
駅
周
辺
を
中
心
と
し
た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

を
進
め
持
続
可
能
な
運
行
を
実
現
で
き
る
よ
う
運
行
業

者
と
協
議
を
続
け
る
。

　
新
た
に
道
路
を
つ
く
っ
た
り
拡

張
す
る
の
は
時
間
が
か
か
り
す

ぎ
る
の
で
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
や
カ
ラ
ー
塗
装
な
ど
で
視
覚

的
に
交
通
意
識
を
高
め
る
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
ま
ち
な
か
バ
ス
を
知
ら
な
い
町

民
も
い
る
と
思
う
の
で
、需
要
拡

大
に
向
け
積
極
的
な
バ
ス
の
利

用
や
広
報
活
動
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

大
津
町
の
交
通
状
況
改
善
の
た
め
の
展
望
の
確
認

交
通
渋
滞
解
消
お
よ
び
町
民
の
移
動
手
段
拡
大
へ
の
提
言

質 問答 弁

感 想

翔
陽
高
等
学
校

大
津
北
中
学
校

大
津
高
等
学
校

安部  謙吾 議員 阿津坂  勇気 議員

糸永  心紬 議員 渡辺  実咲 議員

山部  　翔 議員 濵田  朱李 議員

中津  凰雅 議員 岸田  依大 議員

一瀬  琥珀 議員 赤星  瑠來 議員

　8
月
6
日
（
水
）
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
夢

（
J
L
D
）
議
会
が
開
催
さ
れ
、
大
津
町
内
の

2
つ
の
中
学
校
と
3
つ
の
県
立
学
校
か
ら
10
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　質
問
は
町
で
生
活
・
通
学
す
る
中
で
感
じ
た

課
題
を
、
町
の
計
画
な
ど
に
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
、
若
者
視
点
で
問
題
を
と
ら
え
、
解
決
す

る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

よ
く
考
え
ら
れ
て
い
る
内
容
で
し
た
。
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ジュニアリーダー夢議会が開催されました！
中高生ならではの視点で、鋭い質問やアイデアが飛び交っていました。
詳細は、１７、１８ページに特集しています♪

見
や
す
く
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
は

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め

再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

113号113号OZUOZU
おおづまち議会だよりおおづまち議会だより

2025

今月の定例会は

3月

6月9月
12月

本会議動画
配信中

議会だよりが
読めるアプリ

議 会 を 　 　 の 生 の 声観 て
9月定例会の傍聴者数のべ79人、ライブ配信再生回数993回  録画配信再生回数234回(10/27時点)  

　全国的にも注目を集めている「肥後大津駅周辺まちづくり基本計画」に
関する一般質問が行われるとのことで、商店街の仲間と一緒に、今回初めて
町議会に行ってきました。
　初めての議会傍聴でしたが、知っている方も多く、緊張の中にもどこか親
しみを感じる空間でした。
　駅前だけでなく、南北道路の整備や、老朽化が進む老人福祉センターを
周辺整備の中に組込む考えがあるのか、さらに空港アクセス鉄道のルート候
補に含まれる中央公園の今後など̶̶。
　これから町がどのように変化していくのか、とても興味深く拝聴しました。
　特に駅ビル建設については、私のダンススタジオが駅前にあることもあり、
整備計画の範囲に含まれているのか、どのような形で進むのか気になってい
ました。
　これから詳細が詰められていく段階だと思いますが、せっかくの大きなチャ
ンスを活かし、町民にとっての利便性向上と、国内外からの観光客誘致の両
面でワクワクするような開発が進むことを願っています。

大津町にとって「100年に一度」とも言われる大チャンス！

𠮷武　千鶴さん
（室）

よしたけ　　 ち づる

令和7年11月17日  第113号  発行／熊本県菊池郡大津町議会
編集／議会広報編集特別委員会　印刷／株式会社キャップ
〒869-1292　熊本県菊池郡大津町大津1233   ☎（096）293-8989

編 集 後 記
次回定例会は

12月4日(木)開催予定
（日 程 は変 更になる場 合 が あります）
日程　12月4日（木）～18日（木）（予定）
会場　庁舎　４階　議場

　大津町はTSMC進出を契機に、工業団地整備や空港
アクセス鉄道、肥後大津駅周辺整備など、大きく変化し
てきています。町の発展とともに、議会としてもその動き
をしっかりと見届け、議論を深めていく責任があります。
　議会だよりも、そうした変化や議会の取り組みを町民
の皆様にわかりやすく伝えることがますます重要になって
きました。限られた紙面の中で、どれだけ多くの情報を
正確に、そして親しみやすく届けられるか、編集委員一同、
悩みながらも工夫を重ねています。
　これからも「読みやすく、わかりやすい議会だより」
を目指してまいります。　　　　　　　（三宮美香）

議会広報編集特別委員会
編　　   集：(委員長）大村 裕一郎  （副委員長）清原 さおり
 　 （委　員）三宮 美香/村山 龍一/中山 直之
発行責任者：(議　長）坂本 典光

あなた
の声を

聞かせ
てくださ

い！
　議会だよりのウェブアンケートを実施します。右の二次元コー
ドをスマートフォンなどで読み取っていただき、設問に答える方
式でいつでも簡単に送信することができます。ぜひお気軽にア
ンケートにお答えください。いただきましたご意見を参考に、誌
面の更なる充実に取り組んでまいりたいと思います。 

気軽にアンケートにお答えください


